
井
上
円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
ー
ト
』
の
思
想
史
的
意
義

仏
教
・
哲
学
一
致
論
の
前
提
、
お
よ
び
吉
谷
覚
寿
の
思
想

佐
藤
厚

5
8
5

は
じ
め
に
は
っ
し
ゅ
う
=
う
よ
う

井
上
円
了
『
八
宗
綱
要
』
は
、
井
上
円
了
(
一
八
五
八
一
九
一
九
、
以
下
円
了
と
略
称
)
が
明
治
一
八
年
(
一
八
八
五
)
後

ぎ
ょ
う
ね
ん

半
に
、
凝
然
『
八
宗
綱
要
』
を
も
と
に
作
成
し
た
ノ
1
ト
で
あ
り
、
現
在
、
東
洋
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
(1)
。
本
稿
で

は
こ
の
著
作
の
名
前
を
、
凝
然
の
著
作
と
区
別
す
る
た
め
に
便
宜
的
に
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
』
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

こ
の
「
八
宗
綱
要
ノ

l
ト
』
(
以
下
本
書
)
は
従
来
、
井
上
円
了
の
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
筆
者
が
内
容

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
円
了
の
代
表
的
な
思
想
で
あ
る
、
仏
教
と
西
洋
哲
学
と
が
一
致
す
る
と
い
う
考
え
方
(
以
下
、
仏
教
・
哲
学

一
致
論
)
の
前
提
と
な
る
思
想
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
加
え
て
、

よ
し
た
に
か
く
む
ゆ

で
あ
っ
た
吉
谷
覚
寿
(
一
八
四
三
|
一
九
一
四
)
の
思
想
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
(
2
)
O

す
な
わ
ち
、
本

こ
れ
が
円
了
の
東
京
大
学
在
学
時
の
講
師

書
は
円
了
の
初
期
思
想
の
解
明
、

お
よ
び
思
想
的
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
あ

る
。
小
論
で
は
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
簡
単
に
論
じ
た
の
ち
、
本
書
の
翻
刻
を
行
い
、
円
了
研
究
の
一
資
料
と
し
て
学
界
に
紹
介
し
た

し、。
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『
八
宗
綱
要
』
と
近
代
日
本
仏
教
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本
書
の
も
と
と
な
っ
た
『
八
宗
綱
要
」
と
は
、
鎌
倉
時
代
の
凝
然
(
一
二
四
O

|
二
三
二
)
の
著
作
で
あ
る
。
内
容
は
、
最
初

に
仏
教
の
教
理
と
歴
史
に
関
す
る
総
論
を
述
べ
た
後
、
①
倶
舎
宗
、
②
成
実
宗
、
③
律
宗
、
④
法
相
宗
、
⑤
三
論
宗
、
⑥
天
台
宗
、

⑦
華
厳
宗
、
⑧
真
言
宗
の
八
つ
の
宗
派
、
お
よ
び
禅
と
浄
土
教
と
に
つ
い
て
、
そ
の
系
統
と
教
理
と
を
簡
潔
に
整
理
し
た
綱
要
書
で

あ
る
。
本
書
は
古
来
よ
り
、
仏
教
史
、
仏
教
学
の
基
礎
の
書
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
が
、
近
代
に
な
っ
て
か
ら
も
新
た
な
役
割
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

明
治
維
新
後
、
明
治
新
政
府
は
国
の
中
心
を
天
皇
に
置
き
、
宗
教
は
神
道
を
重
視
し
た
。
こ
こ
か
ら
従
来
、
神
仏
習
合
の
形
態
を

有
し
て
い
た
寺
社
に
お
い
て
、
神
仏
の
切
り
離
し
が
行
わ
れ
、
そ
の
途
上
で
廃
仏
段
釈
と
呼
ば
れ
る
仏
教
に
対
す
る
攻
撃
が
各
地
で

起
こ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
江
戸
時
代
ま
で
は
国
教
に
準
ず
る
教
え
と
し
て
優
遇
さ
れ
て
き
た
仏
教
が
難
局
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
は
維
新
後
、
日
本
に
は
西
洋
の
文
物
が
続
々
と
流
入
し
て
世
間
の
耳
目
を
集
め
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
も
キ
リ
ス

ト
教
は
積
極
的
に
布
教
を
行
い
、
信
者
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
明
治
初
期
の
仏
教
界
は
、
内
的
に
は
神
道
に
対
し
て
、
外
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
、
自
身
の
存
在
意
義
を
打

ち
出
す
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ
は
宗
派
単
位
で
の
事
件
で
は
な
く
、
宗
派
を
総
合
し
た
「
仏
教
」
と
い

う
枠
組
み
で
の
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
明
治
の
仏
教
者
た
ち
は
、
各
自
が
所
属
す
る
宗
派
で
は
な
く
、
総
合
体
と
し
て
の
仏
教
を
ど
の
よ
う
に
提
示
し
よ
う
と

し
た
の
か
。
こ
こ
で
『
八
宗
綱
要
』
が
登
場
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
『
八
宗
綱
要
』
は
、
最
初
に
仏
教
の
総
論
か
ら
説
き
始
め
、

そ
の
後
、
日
本
の
各
宗
派
の
系
統
と
教
理
と
を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
総
体
と
し
て
の
「
仏
教
」
か
ら
現
存
す
る
諸
宗
派
ま
で
の
関
係

を
網
羅
的
に
提
示
し
よ
う
と
し
た
時
、
『
八
宗
綱
要
』
が
適
当
だ
っ
た
の
で
あ
る
(3)
。
こ
の
中
で
大
き
く
二
つ
の
動
き
が
現
れ
る
。



第
一
は
、
明
治
期
に
各
宗
派
で
整
備
さ
れ
た
仏
教
教
育
の
課
程
の
中
で
『
八
宗
綱
要
』
が
必
須
科
目
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
理
由
は
、
『
八
宗
綱
要
』
が
分
量
が
短
い
な
が
ら
も
仏
教
学
の
重
要
な
術
語
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
何
よ
り
仏
教

全
体
の
流
れ
の
中
で
各
宗
派
を
位
置
づ
け
る
内
容
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

第
二
は
、
『
八
宗
綱
要
』
の
枠
組
み
を
用
い
て
明
治
初
期
の
日
本
仏
教
を
整
理
す
る
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

お

守

る

す

Z
う
ち
ょ
う

明
治
一
九
年
(
一
八
八
六
)
、
真
宗
大
谷
派
の
小
栗
栖
香
頂
(
一
八
三
一
|
一
九

O
五
)
は
、
日
本
の
十
二
の
宗
派
の
相
承
と
思
想

ま
ち
も
と
ど
ん
〈
う

と
を
ま
と
め
た
『
仏
教
十
二
宗
綱
要
』
(4)

を
著
わ
し
た
。
翌
年
の
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
)
に
は
浄
土
宗
の
町
元
呑
空
(
生
卒

年
未
詳
)
が
小
栗
栖
の
『
仏
教
十
二
宗
綱
要
』
を
註
釈
す
る
と
同
時
に
新
た
に
三
つ
の
宗
派
を
加
え
た
『
十
二
宗
綱
要
』
(5)

を
刊

行
し
た
。
さ
ら
に
明
治
二
三
年
(
一
八
九

O
)
に
は
吉
谷
覚
寿
が
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
(6)

を
著
わ
し
た
。

こ
れ
ら
は
明
治
初
期
の
仏
教
界
の
問
題
を
『
八
宗
綱
要
』
を
モ
デ
ル
と
し
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

井
上
円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
』
の
成
立
と
内
容

(
一
)
成
立

本
書
の
表
紙
に
は
「
八
宗
綱
要
」
と
い
う
題
目
と
、
「
文
学
部
研
究
生
井
上
園
了
」
と
身
分
と
氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
円
了

は
、
明
治
一
八
年
七
月
十
日
に
東
京
大
学
文
学
部
を
卒
業
し
、
約
二
週
間
後
の
明
治
一
八
年
七
月
二
十
五
日
付
で
官
費
研
究
生
に
選

ば
れ
た
。
さ
ら
に
翌
年
の
明
治
一
九
年
の
三
月
二
日
に
帝
国
大
学
に
大
学
院
が
設
置
さ
れ
る
と
大
学
院
に
進
学
し
て
い
る
(7)
。
こ

の
時
代
と
は
、
明
治
一
八
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
明
治
一
九
年
の

の
こ
と
か
ら
、
こ
の
ノ
1
ト
が
作
成
さ
れ
た
「
文
学
部
研
究
生
」

二
月
ま
で
の
間
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
本
書
の
中
に
、
本
書
の
成
立
が
明
治
一
八
年
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
第
七

結
集
三
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蔵
」
と
「
第
八

仏
教
流
伝
」
の
中
に
は
、
あ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
て
か
ら
「
明
治
十
八
年
ま
で
は

O
年
」
と
い
う
文
が
あ
る
(B)
。

こ
こ
か
ら
本
書
が
明
治
十
八
年
に
著
わ
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
く
、
よ
っ
て
そ
の
成
立
は
、
明
治
十
八
年
の
七
月
二
十
五
日
か
ら
そ

126 

の
年
の
終
わ
り
の
間
と
推
測
で
き
る
。
た
だ
円
了
は
東
京
大
学
三
年
生
の
時
(
明
治
一
六
年
九
月
か
ら
一
七
年
三
用
ま
で
)
に
吉
谷

覚
寿
の
『
八
宗
綱
要
』
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
こ
と
か
ら
(9)
、
本
書
の
成
立
と
は
少
し
時
間
の
聞
き
が
あ
る
の
が
疑
問
と
し
て

残
る
。

諸
宗
祖
師
略
伝
」
と
メ
モ
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
明
三
慧
と
い
う
人
物
は
仏
教
辞
典
に

は
出
て
こ
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
現
在
の
山
口
県
出
身
の
浄
土
真
宗
の
僧
侶
で
、
『
各
祖
縦
覧
』
(
明

治
十
五
年
)
、
『
諸
宗
祖
師
略
伝
』
(
明
治
十
六
年
)
、
『
浄
土
真
宗
源
流
編
一
一
名
・
見
真
大
師
年
譜
』
(
明
治
二
十
四
年
)
、
『
御
伝
紗

簡
要
』
(
明
治
二
十
五
年
)
、
『
蓮
如
上
人
開
導
録
』
(
明
治
二
十
九
年
)
、
な
ど
の
著
作
が
あ
る
(
旬
。

表
紙
の
見
返
し
に
は
、
「
明
三
慧
著

つ
己
内
容

お
お
む
ね
『
八
宗
綱
要
』
の
内
容
に
沿
っ
て
テ
l
マ
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
内
容
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
ず
本
書
と
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
の
内
容
と
の
対
応
を
見
て
み
る
。

〈
表
一
〉
円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
』
と
『
八
宗
綱
要
』
原
本
と
の
内
容
対
照
表

本
書
は
筆
写
本
で
全
部
で
三
六
丁
か
ら
な
る
。
内
容
は
、

※
は
円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
』
の
中
で
『
八
宗
綱
要
』
原
本
と
関
連
し
な
い
項
目
を
示
す
(
詳
細
は
次
節
で
述
べ
る
)
。
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こ
の
表
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
本
書
の
形
式
的
な
問
題
と
し
て
は
、
第
一
に
第
三
十
三
番
目
は
、
数
字
の
み
が
記
さ
れ
内
容
が
書

127 井上円了『八宗綱要ノート』の思想史的意輯



か
れ
て
い
な
い
こ
と
、
第
二
に
、
第
三
の
仏
教
分
斉
の
項
目
が
、
第
二
と
第
四
の
聞
に
は
な
く
、
第
八
と
第
九
の
間
に
あ
る
こ
と
で

128 

あ
る
。続
い
て
内
容
の
対
照
か
ら
言
え
る
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
内
容
は
大
き
く
五
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
に
、
第
一
題

「
諸
法
原
理
」
か
ら
第
十
二
題
「
仏
教
宗
派
」
ま
で
は
、
『
八
宗
綱
要
』
で
は
総
説
に
あ
た
る
部
分
で
あ
る
。
第
二
に
、
第
十
三
題

「
倶
舎
大
綱
」
か
ら
第
二
十
二
題
「
生
空
法
空
」
ま
で
は
倶
舎
宗
の
部
分
で
あ
る
。
第
三
に
、
第
二
十
三
題
「
成
実
大
意
」
と
第
二

十
四
題
「
二
執
二
障
」
は
成
実
宗
の
部
分
で
あ
る
。
第
四
に
、
第
二
十
五
題
「
律
宗
大
綱
」
か
ら
第
二
十
八
題
「
法
体
四
相
」
ま
で

は
律
宗
の
部
分
で
あ
る
。
第
五
に
、
第
二
十
九
題
「
法
相
大
綱
」
か
ら
第
三
十
二
題
「
三
種
無
性
」
ま
で
は
法
相
宗
の
部
分
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
『
八
宗
綱
要
』
の
中
、
総
説
の
部
分
と
①
倶
舎
宗
、
②
成
実
宗
、
③
律
宗
、
④
法
相
宗
に
つ
い
て
記
さ

れ
、
⑤
三
論
宗
、
⑥
天
台
宗
、
⑦
華
厳
宗
、
⑧
真
言
宗
、
禅
と
浄
土
教
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
中
で
注
意
さ
れ
る
の
は
総
説
の
部
分
で
あ
る
。
『
八
宗
綱
要
』
の
総
説
は
、
仏
教
の
教
理
と
歴
史
の
概
説
か
ら
な

る
。
教
理
の
概
説
で
は
、
一
、
仏
教
の
法
門
に
八
万
四
千
が
あ
る
こ
と
。
二
、
そ
れ
は
衆
生
の
煩
悩
に
八
万
四
千
の
煩
悩
が
あ
る
か

し
よ
う
も
ん

ら
で
あ
る
こ
と
、
三
、
そ
れ
は
大
乗
と
小
乗
と
に
そ
れ
ぞ
れ
八
万
四
千
が
あ
る
こ
と
、
四
、
こ
れ
ら
の
法
門
を
収
め
る
の
に
声
聞

ぞ

う

ぽ

さ

つ

ぞ

う

そ

た

ら

ん

ぞ

う

び

な

や

ぞ

う

あ

ぴ

だ

つ

ま

ぞ

う

蔵
と
菩
薩
蔵
の
二
蔵
、
素
坦
覧
蔵
、
毘
奈
耶
蔵
、
阿
毘
達
磨
蔵
の
三
蔵
が
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。
続
い
て
歴
史
の
総
説
は
、
イ
ン

ド
、
中
国
、
日
本
の
各
国
の
仏
教
史
の
歴
史
的
展
開
を
述
べ
、
最
後
に
日
本
の
八
宗
を
述
べ
て
終
わ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
と
本
書
の
第
一
か
ら
第
十
こ
ま
で
を
比
べ
て
み
る
と
、
『
八
宗
綱
要
』
総
説
に
対
応
す
る
部
分
(
六
項
目
)
と
対

応
し
な
い
部
分
(
表
一
に
*
で
示
し
た
六
項
目
)
が
あ
る
。
こ
の
中
の
対
応
し
な
い
部
分
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
簡
単
に
説
明

す
る
と
、
①
「
第
一
諸
法
原
理
」
は
、
教
法
の
発
生
原
理
に
つ
い
て
、
倶
舎
宗
、
法
相
宗
、
天
台
宗
・
華
厳
宗
で
違
い
が
あ
る
こ

し
よ
ぎ
よ
う
む
巴
ょ
う

と
を
説
く
。
②
「
第
二
三
法
印
義
」
は
、
仏
教
と
仏
教
以
外
の
教
え
を
判
別
す
る
基
準
と
な
る
三
法
印
す
な
わ
ち
、
諸
行
無
常
、



し

よ

ほ

う

む

が

ね

は

ん

巳

ゃ

く

巴

ょ

う

う

〈

う

や

く

う

や

く

〈

う

ひ

う

ひ

諸
法
無
我
、
浬
繋
寂
静
に
つ
い
て
述
べ
る
。
③
「
第
九
四
門
入
理
」
は
、
真
理
に
入
る
道
に
は
有
、
空
、
亦
有
亦
空
、
非
有
非

空
の
四
門
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
④
「
第
十
善
悪
業
感
」
は
、
人
間
の
境
涯
に
差
別
が
あ
る
の
は
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
る
。
⑤
「
第
十
一
教
学
関
係
」
は
、
宗
教
と
学
術
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
る
。
⑥
「
第
十
二
仏
教
宗
派
」
は
、
仏
教
宗

派
が
分
か
れ
た
の
は
凡
人
の
誤
解
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
の
能
力
の
違
い
に
よ
っ
て
本
来
的
に
仏
教
の
教
説
に
違
い
が

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

こ
れ
ら
六
項
目
の
中
、
①
「
第
一
諸
法
原
理
」
、
②
「
第
二
三
法
印
義
」
、
③
「
第
九
四
門
入
理
」
、
④
「
第
十
善
悪
業
感
」
の

四
項
目
は
、
仏
教
全
体
に
か
か
わ
る
基
礎
的
な
理
論
で
あ
る
。
い
わ
ば
こ
れ
ら
は
『
八
宗
綱
要
』
の
名
を
借
り
て
、
新
た
に
導
入
さ

れ
た
仏
教
の
基
礎
理
論
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
続
い
て
こ
れ
ら
の
教
説
と
円
了
の
仏
教
・
哲
学
一
致
論
と
の
関
連
を
見
て
い
く
こ

と
に
す
る
。

阿

『
八
宗
綱
要
ノ

1
ト
』
と
円
了
の
仏
教
・
哲
学
一
致
論

こ
こ
で
は
、
第
一
の
諸
法
原
理
と
、
第
九
の
四
門
入
理
を
と
り
あ
げ
、
本
書
と
円
了
の
仏
教
・
哲
学
一
致
論
と
の
関
係
を
検
討
す

る(
一
)
諸
法
原
理

一
、
倶
舎
宗
、
二
、
法
相
宗
、
三
、
華
厳
宗
お
よ
び
天
台
宗
と
い
う
三
つ
の

考
え
方
の
違
い
を
記
す
。
す
な
わ
ち
一
、
倶
舎
宗
(
倶
舎
論
)
は
、
世
界
が
要
素
の
離
合
集
散
に
よ
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

二
、
法
相
宗
(
唯
識
論
)
は
、
阿
頼
耶
識
の
種
子
か
ら
世
界
が
成
立
す
る
と
説
く
考
え
方
で
あ
る
。
三
、
華
厳
宗
お
よ
び
天
台
宗
で

は
、
真
如
縁
起
と
立
て
て
、
真
如
の
活
動
に
よ
り
世
界
が
成
立
す
る
と
説
く
考
え
方
で
あ
る
。
円
了
は
、
明
治
一
九
年
(
一
八
八
六

「
諸
法
原
理
」

は
、
世
界
成
立
の
原
理
に
つ
い
て
、
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年

こ
の
三
つ
の
考
え
方
を
西
洋
哲
学
の
唯
物
論
、
唯
心
論
、
唯
理
論
と
対
応
さ

せ
、
仏
教
・
哲
学
一
致
論
を
構
築
す
る
(
什
)
O

よ
っ
て
こ
の
項
目
は
仏
教
・
哲
学
一
致
論
の
前
提
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

二
月
刊
行
の
『
真
理
金
針
』
「
続
編
」

で
は
、

130 

(
二
)
四
門
入
理

円
了
の
仏
教
・
哲
学
一
致
論
の
仏
教
宗
派
は
、
最
初
は
四
つ

(
倶
舎
宗
、
法
相
宗
、
華
厳
宗
、
天
台
宗
)

で
あ
っ
た
が
、
明
治
二

O
年
(
一
八
八
七
年
)

(吃
)
O

そ
し
て
、

に
な
る
と
成
実
宗
と
三
論
宗
と
が
加
わ
り
、
ム
ハ
宗
に
拡
大
す
る

そ
れ
ら
を
②
経
宗
(
経
典
に
基
づ
く
宗
派
)
、
論
宗
(
論
書
に
基
づ
く
宗
派
)
の
区
別
、
③
大
乗
小
乗
の
別
、
④
⑤

そ
し
て
⑥
西
洋
哲
学
と
の
対
応
を
述
べ
る
。
こ
れ
を
表
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
月
刊
行
の
『
真
理
金
針
』
「
続
々
編
」

空
有
の
別
、

〈
表
二
〉

天とぷ刀口b 品て、厳華刀て

法

成実耳く イ4た耳下具壬1b く二? 由仏教宗論
中刀目て乞耳士==，z 

派

経刀て 論と耳bミ

言宗論家

大乗 ③ 大
乗

乗

道中 空 有 2 
有

亦有主非主有

タ二巴'cr 有 空 有
⑤ 空

有

E唯里
唯 唯
物論唯 吾唯物~ 冊 ⑥ 西J論し、 J心

論 論
洋哲学力、 台、

ら ら

道中
唯
J心

-̂.. 3両l間L 

入 -̂.. 

る の

梯階 梯階

こ
の
中
、
④
と
⑤
は
空
有
に
つ
い
て
、
二
つ
の
分
け
方
を
し
て
い
る
。
④
空
有
に
あ
る
有
、
空
、
中
道
は
天
台
教
学
の
三
諦
で
あ
る



こ
と
が
わ
か
る
が
、
筆
者
は
⑤
に
あ
る
有
、
空
、
亦
有
亦
空
、
非
有
非
空
の
由
来
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
本
書

に
説
か
れ
る
四
門
入
理
の
教
理
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
門
入
理
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
日
)
。〈
し

ゃ

る

ん

ほ

っ

た

い

f
う

う

仏
教
の
教
説
を
見
る
と
、
有
と
説
く
こ
と
も
あ
れ
ば
、
空
と
説
く
こ
と
も
あ
る
。
小
乗
に
お
い
て
は
倶
舎
論
で
は
法
体
恒
有
と
説

E
ょ

う

巴

つ

る

ん

え

た

き

し

よ

う

え

ん

巴

ょ

う

巴

っ

し

よ

う

き
、
成
実
論
で
は
人
法
二
空
と
説
く
。
ま
た
大
乗
に
お
い
て
は
法
相
宗
で
は
空
有
の
中
道
を
立
て
る
が
依
他
起
性
、
円
成
実
性
の

法
体
を
有
と
説
き
、
三
論
宗
で
は
無
所
得
の
空
を
立
て
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
最
終
的
に
は
一
致

す
る
。
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
理
論
に
四
門
入
理
が
あ
る
。
四
門
と
は
有
、
空
、
亦
有
亦
空
、
非
有
非
空
で
あ
る
。
衆
生
の
能
力
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
か
ら
、
有
を
聞
い
て
真
理
に
入
る
人
も
い
れ
ば
、
空
を
聞
い
て
真
理
に
入
る
人
も
い
る
。
故
に
、
真
理
に
入
る

門
に
は
四
種
類
あ
る
が
、
真
理
に
入
っ
て
し
ま
え
ば
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
大
事
な
の
は
有
や
空
に
執
着
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

最
初
に
あ
る
倶
舎
が
有
、
成
実
が
空
、
法
相
が
有
、
三
論
が
空
と
い
う
教
説
が
、
円
了
の
図
表
の
⑤
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
四
円
入
理
と
は
天
台
宗
の
教
理
で
あ
り
、
化
法
の
四
教
(
蔵
教
、
通
教
、
別
教
、
円
教
)
の
中
に
そ
れ

ぞ
れ
四
門
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
も
の
で
あ
る
Q
)
。
こ
れ
を
本
書
で
は
天
台
宗
の
教
理
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
一
般

化
し
た
仏
教
総
論
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

以
上
、
本
書
の
内
容
に
、
円
了
の
仏
教
・
哲
学
一
致
論
の
前
提
と
な
る
思
想
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
続
い

て
、
こ
れ
ら
の
教
説
の
淵
源
で
あ
る
吉
谷
覚
寿
と
の
関
連
を
検
討
す
る

五

古
谷
覚
芽
と
の
関
連

吉
谷
覚
寿
は
真
宗
大
谷
派
の
僧
侶
で
、
天
保
一
四
年
(
一
八
四
三
年
)
に
現
在
の
岐
車
県
で
生
ま
れ
た
。
京
都
の
東
本
願
寺
高
倉

学
寮
で
学
ん
だ
後
、
東
京
大
学
講
師
、
東
京
大
谷
教
校
講
師
な
ど
を
経
て
明
治
四
四
年
(
一
九
一
一
年
)
真
宗
大
谷
大
学
(
現
大
谷
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大
学
)
の
教
授
と
な
る
。
著
作
に
は
、
後
述
す
る
『
仏
教
大
旨
』
、
「
仏
教
総
論
』
、
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
な
ど
仏
教
全
体
に
関
す
る
著

作
の
ほ
か
、
『
三
帖
和
讃
講
述
』
、
『
六
要
紗
講
讃
』
な
ど
真
宗
関
係
の
著
作
が
あ
る
。

吉
谷
は
明
治
十
四
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
東
京
大
学
で
仏
教
学
の
講
義
を
行
な
っ
た
。
吉
谷
が
講
義
を
行
う
に
至
っ
た
経
緯
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
市
)
。
東
京
大
学
総
理
で
あ
っ
た
加
藤
弘
之
(
一
八
三
六
l
一
九
二
ハ
)
が
、
東
京
大
学
に
仏
教
学
の
講
義

は
ら
た
ん
ぎ
ん

を
設
け
る
に
あ
た
り
、
島
地
黙
雷
(
一
八
三
八
|
一
九
一
一
)
の
推
薦
に
よ
り
、
ま
ず
曹
洞
宗
の
原
坦
山
(
一
八
一
九
|
一
八
九

二
)
を
招
轄
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
加
藤
と
知
己
で
あ
っ
た
真
宗
大
谷
派
・
念
速
寺
市
)
の
近
藤
と
い
う
僧
侶
が
原
坦
山
に
つ
い
て

「
禅
門
の
惜
道
の
方
に
て
教
相
学
者
に
あ
ら
ず
。
殊
に
天
台
学
な
ど
は
全
く
学
ぴ
た
る
こ
と
な
き
人
」
と
述
べ
、
そ
れ
ゆ
え
も
う
一

人
、
教
理
専
門
の
学
者
を
招
轄
す
る
の
が
よ
い
と
進
言
し
、
近
藤
氏
の
紹
介
で
吉
谷
覚
寿
が
講
師
と
な
っ
た
と
い
う
。
教
理
を
期
待

さ
れ
た
吉
谷
は
、
東
京
大
学
で
『
八
宗
綱
要
』
、
「
天
台
四
教
儀
』
の
講
義
を
行
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
円
了
も
吉
谷
の
『
八
宗

綱
要
』
の
講
義
を
受
講
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
が
吉
谷
の
思
想
と
か
か
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
で
吉
谷
の
初
期
の
著
作
で
あ
る
『
仏
教
大
旨
』
(
明
治
一
九
年
)
、
『
仏
教
総
論
』
(
明
治
一
一
一
二
年
)
と
本
書
と
を
比
べ
て
み
る

と
、
共
通
す
る
部
分
が
多
く
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、
本
書
の
記
述
を
増
稿
し
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
書
の
内
容

が
吉
谷
の
講
義
か
、
あ
る
い
は
吉
谷
の
手
控
え
を
書
写
し
た
筆
録
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

明
治
一
九
年
刊
行
の
『
仏
教
大
旨
」
序
文
に
は
刊
行
の
由
来
が
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
(
日
。
仏
教
は
幽
玄
広
博
で
あ
り
、

容
易
に
そ
の
旨
趣
を
知
る
の
は
難
し
い
。
も
と
も
と
各
宗
の
宗
義
の
中
で
継
承
さ
れ
て
き
た
経
論
章
疏
は
膨
大
で
あ
る
が
、
そ
の
解

説
は
、
あ
る
も
の
は
煩
雑
で
あ
り
、
あ
る
も
の
は
簡
略
に
過
ぎ
る
。
ま
た
師
匠
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
も

あ
る
。
ゆ
え
に
仏
教
新
学
の
人
々
が
容
易
に
仏
教
の
ポ
イ
ン
ト
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
書
物
は
少
な
い
。
そ
こ
で
自
分
は
諸
宗
の
典

籍
を
読
ん
で
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
か
つ
て
『
令
知
会
雑
誌
』
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
雑
誌
は
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会
員
に
し
か
配
布
さ
れ
な
い
た
め
に
、
広
く
世
間
に
は
行
き
渡
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
仏
書
出
版
社
の
阿
部
氏
が
雑
誌
の
中
の

記
事
を
収
集
し
て
別
冊
と
し
、
刊
行
す
る
こ
と
を
願
っ
て
き
た
。
よ
っ
て
最
近
、
抜
き
出
し
を
行
い
、
煩
雑
な
部
分
を
削
り
、
足
り

な
い
と
こ
ろ
を
補
い
、
訂
正
を
加
え
て
一
書
に
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
明
治
二
三
年
の
『
仏
教
総
論
』
の
序
文
を
み
る
と
(
也
、
吉
谷
は
『
仏
教
大
旨
』
の
内
容
に
満
足
し
な
い
部
分
が
あ
り
、

そ
の
内
容
を
拡
張
し
て
項
目
を
増
補
し
、
十
五
章
か
ら
な
る
書
物
に
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
こ
の
書
は
同
じ
明
治
二
三
年
六
月
に
刊

行
し
た
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
と
対
に
な
る
著
作
で
あ
る
。
『
仏
教
総
論
』
は
仏
教
の
総
論
で
あ
り
、
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
は
各
論
で
あ

る
。
ゆ
え
に
仏
教
全
体
の
要
旨
と
、
日
本
に
あ
る
各
宗
の
法
義
を
知
ろ
う
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の
書
物
を
一
読
す
る
の
が
よ
い
と

記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
、
吉
谷
が
明
治
十
四
年
か
ら
二
十
三
年
ま
で
の
ほ
ぽ
十
年
間
、
東
京
大
学
・
帝
国
大
学
で
仏
教
を

印
度
哲
学
と
し
て
講
義
し
て
い
た
内
容
も
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
る
と
、
吉
谷
の
仏
教
全
体
に
関
す
る
著
述
は
、
①
『
令
知
会
雑
誌
」
の
連
載
、
②
『
仏
教
大
旨
』
、
③
『
仏
教

総
論
」
の
順
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

続
い
て
本
書
と
吉
谷
の
思
想
と
の
関
係
を
具
体
的
に
証
明
す
る
た
め
に
、
一
つ
の
主
題
を
と
り
あ
げ
て
本
書
と
『
仏
教
大
旨
』
と

を
対
照
さ
せ
る
。
本
来
な
ら
ば
『
令
知
会
雑
誌
』
と
の
対
照
が
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
都
合
に
よ
り
『
仏
教
大
旨
』
を

と
り
あ
げ
る
に
し
た
。

『
仏
教
大
旨
』
は
最
初
に
仏
教
の
大
旨
を
、
「
迷
い
を
転
じ
て
悟
り
を
聞
く
こ
と
(
転
迷
開
悟
)
」
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
関
連
す
る
教
説
を
十
円
に
わ
た
り
展
開
す
る
。
そ
れ
は
、
一
、
迷
悟
体
性
、
二
、
諸
法
原
理
、
三
、
正
因
正
果
、
四
、
仏
性
名

義
、
玉
、
空
理
裡
襲
、
六
、
三
界
唯
心
、
七
、
宗
教
分
派
、
八
、
真
俗
二
諦
、
九
、
三
法
印
義
、
十
、
総
決
料
簡
で
あ
る
。
前
に
見

た
本
書
の
中
の
『
八
宗
綱
要
』
と
関
連
し
な
い
六
項
目
と
、
『
仏
教
大
旨
』
の
項
目
名
と
を
対
照
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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諸
法
原
理
」
は
吉
谷
の
「
二
、
諸
法
原
理
」
、
円
了
の
「
第
二

四
門
入
理
」
は
吉
谷
の
「
七
、
宗
教
分
派
」
の
後
半
部
分
に
、
円
了
の
「
第
十
善
悪
業
感
」
の
一
部

が
吉
谷
の
「
三
、
正
因
正
果
」
の
一
部
に
、
円
了
の
「
第
十
二
仏
教
宗
派
」
が
吉
谷
の
「
宗
教
分
派
」
の
前
半
部
分
に
対
応
す
る
。

続
い
て
具
体
例
と
し
て
、
「
諸
法
原
理
」
を
対
照
さ
せ
る
。
〈
表
四
〉
は
冒
頭
部
分
で
あ
る
。

〈
表
三
〉

円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
」

第
一
諸
法
原
理

第
二
三
法
印
義

第
九
四
門
入
理

第
十
善
悪
業
感

第
十
一
教
学
関
係

第
十
二
仏
教
宗
派

す
な
わ
ち
円
了
の
「
第
一

印
義
」
、
円
了
の
「
第
九

134 

吉
谷
『
仏
教
大
旨
』

一
、
迷
悟
体
性

二
、
諸
法
原
理

三
、
正
因
正
果

四
、
仏
性
名
義

玉
、
空
理
浬
繋

六
、
三
界
唯
心

七
、
宗
教
分
派

八
、
真
俗
二
一
諦

九
、
三
法
印
義

十
、
総
決
料
簡

三
法
印
義
」
は
吉
谷
の
「
九
、
三
法



漏智然カ ノレ

其仏教所談

トノ 固 其起凡ソ
レ故 ヤ ヲヅ ヨ
ノトニ

、
長日 カ リ ノレ森羅第

所モ法万 ノレ フ仏教
所一

証色性
物中

，、、 差 ノノ題
井上タモト ノ シ奥 ノ、 同諸法

ノレナモニ
諸法

、ア 衆
一ノハ諸法原理

円
モク云周遍 ノレ生 了
ノ形フ ノ ヤ ノ 原
ナモ、シ 原 必性欲リナテ理 セ
、ク之 ト リニ
更 ヲハ 応
ノ有同』
、

然 シ-ー ノ

状名 真如唯
レテ

シ ト説 ト
ス
、

モキ h圃.

~ 而 ノ
原其
タ

カ モ ノレ ラノ
了

フ 諸理 理 モ ス差 オ

ス 法 ナ ノ、 ノ
、別 モ

、
ノリ 同ナ ア ) ア

唯 体性
、

一 レ
リ

是 此 ナハ ト

レ ナ理 ノレ
、 難

無 ノレ タ コオ
モ、

大故此

今詰所談
ノ首循コト響学家 曲へ

ノ、 固シート軌道答然問

義章乗ニ、真知
中ノトハルカ

、
ヨム理モ近教云ノレ云

ニ一如ナ外 トラ
爾自 リ
ノレヲ 、盛ハ 、ニ 、第

之タ 含有 ノクレ貌 云ス 仏
以ヲ 1発見3今目ニリ大道諸法其原忽チ二ニをノレ 原、トヨニフ ト教

法「性法ヤ ノス理宗モリ於コ然 シノ、 テ ハ行ヲノ理ミ原葉
諸法
ノレト教、ミテトレ ア 衆 目メ哲ハ以事ハレ τ口恒

之ト有 物ハト若レモヲト 差生 的 、論学旨ルテ' 同ハ 谷

産故云漏
ノコ 、科望l県ハ万輩九モ異 ノ ト徒 ノレ本ヲナ迷理

」仏教大旨

、無
原理 レ最学 大物 長括 ア性り西ト襲ル
ナモト理ニノセ ノレ欲 ニモ洋シ て染ノ、 リ形和ノ長原ス ヤ 孤ノ、ス浄

如何 土而合同 理ンス 必応 行百室哲学耶蘇 )]/異ノ
A 上シーシヲハノレ セ ノ ーナ諸
トそノテナテ論アト リ

シ
学ニ教リ法

A 一、ル互スルコ ア
派ー異説古モハハ儒教ャ、 、

アノ
事実遂ヲニ戸口 故

施 頁

え 法諸
、
ー知是ニカノ ス 容一ノ勺耶日ハハ 害壌

如真唯
ニラ非方ラ本源彼等

ト

ノ ニ致ハシリ 31 コ ス帰同数派華事回 ノ 頁

性体 シテ届ー金、論争室、 ハ唯
トロ ノレス ヲヲ 如

ノ 同 ノ ノJレア 以以 ク

ト
理 天 表銀裏 ノ ー

法 弊トリテ手 懸
ナ 地支絶ト理 門

本隔
ナ ナコト トト セ
ノレ
リ 万 サ科学 ヨ言命 ナ カロイスシ H リ
jJ 物宍ノノレ リス レ ラノへ、、 、
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〈
表
四
〉



円
了
で
は
、
森
羅
の
諸
法
の
生
起
に
同
一
の
原
理
が
あ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
か
ら
始
め
る
が
、
吉
谷
で
は
問
答
形
式
に
な
っ
て
い

136 

る
。
答
え
で
は
最
初
に
原
理
に
つ
い
て
、
儒
教
で
は
太
極
、
道
教
で
は
大
道
、
キ
リ
ス
ト
教
で
は
エ
ホ
バ
を
原
理
と
す
る
と
述
べ
、

続
く
部
分
は
、
ほ
ぽ
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

続
い
て
各
論
に
入
る
(
〈
表
五
〉
)
。
円
了
は
諸
法
原
理
に
三
種
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
後
に
倶
舎
宗
の
原
理
を
述
べ
る
。
吉
谷
は
大

乗
、
小
乗
の
区
別
を
述
べ
た
後
に
毘
曇
(
倶
舎
宗
)
の
原
理
を
述
べ
る
。

〈
表
五
〉

縁散因縁合因世三ニ
一然
ニニノレ

倶4論b ニススワ
レレタ ニ此諸法
ハハリ 井

作用作用 テ 於ノ
上

ヲヲ法諸
テ原 円
ハ理 了

減起ハ 、ヲ

スシ体実

三世実有法i委談i スルク
ノレ 、
ト ア
立 リ
ヅ ノ
ノレ、

ト
色~

ト三
立種 丁ウ
テア

) フ
テリ

委云同縁和合固有以且抑ク々縁 テク此
ハ 、雌散 漏無ハ目有法諸

重倶喜 スス竜童 ノ
レレ色ノ曇原

ハ未ハ心等源本於ニ理ヲ

ニ 自来ノトテ論
=口伝

明 ョノヨ諸法云ハス
谷

ス リ ハコノレ

仏教大
ヵ 滅君ハス世ニ
如 シ 其体実有 、 大シアニ 喜小
過流 乗 旨
去至 法ノ

ニシニ 富有別
落テシ ア 四

謝作テ トリ
頁

ス用、 立、

ノレヲ テ小
ノ起 テ乗
ミシ 、ノ
ナ、 真司
リ 理
ト ヲ

両
者
が
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ
り
、
吉
谷
が
少
し
増
稿
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

続
い
て
唯
識
の
部
分
を
見
る
(
〈
表
六
〉
)
。
円
了
は
唯
識
論
と
い
う
書
名
を
挙
げ
て
論
じ
る
が
、
吉
谷
は
大
乗
に
頼
耶
縁
起
と
真

知
縁
起
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
頼
耶
縁
起
を
述
べ
る
。



〈
表
六
〉

故 此 情頼

情信非等性体ノト二識論唯二
-ー i裁 ノ耳目
本羅オミキ二ミ ノ 心ト

井上中 ニニノ、

万 一 八党 ノナ

象悉 一 1官且官 号口五口
法諸ノノレ於ニ

円

切 アニ 了

ク 万 ルテ ハ、 ミテ
~ 

此 法 中具
八ニニノ、

綱要耳t頼 ノ 頼シ
耳目 種 第ハ 耶テ頼
ノ 子 八阿 ノ、耶
種 ヲ 識頼 種諸縁

ノ

子
摂蔵 ナ耶 子法起

トヨ リ、 ヨヲト b. 

リ セ
、
此 リ生立 ( 

生 リ ーー 生ステ
丁ウ起 蔵 へノレテ

ス ト モ、 7 

ト 翻
ニノ 真如JL ス 丁

ツ 、
アノ オ

ノレ 是 ラ理
モ

ナ
フー

レ スハ
リ ノ、 、諸、

有 有法

親故シ故ノ縁ア此セ第蔵之コ頼モナ所初立此次
困ニ 、ニ E雨路在三忌 和リ種リ八 、ヲレ耶ノノレ立ニ各二ニ
縁如真 凡 合、子、識執蔵蔵ハトニノハ頼別途大乗
ノ 聖水シ本新ニ ノ 識情有ハハミ、耳目ナ何
種ノ 迷土テ 本 中ノト 党非、真京日縁リレノ
子理 悟ノ此合起 ニ三名ノ語ス真如 起、モ中
トヲ 、縁頼種 ハ義/レ心ニ、凝ト 真二 fコt 
立体 森ニ耶ノ子 アアハ識テ有ハ然ハ 如途 谷
ツ性 羅藷ノ法ア ラリ、ニ具事情等 無不、 ヲア

仏教大
ノレト 万リ種アリ ユ)蔵八サ 為作深 以リ
ナシ像テ子リ、ル ト種ニ法諸密 テ二
リテ 芽ョ、新有ハヲハナ法稔諸:A
頼悉茎リ凡慕漏 摂立阿ノレト伽 法ク

Lヒaー= 
耶 クヲ現ソ種 無 蔵ノレ頼諸ハ立ノ ノ頼

ノ 此空行有子 漏 ノモ耶法随テ説 本起語
種種ス為ア善義第トペ縁テ、源、 四

子子ス、法リ悪ニーシ、唯ト 頁

ヲ ョル日食ノ、 依 テ八ヱミ頼テ真女日識 ス

以 リカヘ生故正(識耶有法 レ奇縁起 五

テ 生如ハスニ 等具ナ号ノ為ハ相 ト 買

諸起宍、川ノニリ、天空ノ諸ノモ

法セ草ヤ本種ハ蔵ョ諸法義
ヲサ木、積子能蔵 法ノニ法
生ルノ必生 ヲ 翻ト生リト体テ門レ
スハ種スノ含 、 ナ性、ノ
ルナ子国法蔵所ス、ス、ノレト其建リ、

内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
吉
谷
の
ほ
う
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
が
わ
か
る
。

第
三
に
華
厳
、
天
台
の
真
如
縁
起
で
あ
る
(
〈
表
七
〉
)
。
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ノコト勝量経 一又ヨハ故 }J響然真如縁起 一 I~ 色不変 リハニ如ヘノレ

性失自 明ヲ ニ 一生、此シハニ 華|
香ノセ真知真 、海縁起 厳

書浄

ト義サ如水ト 言| 井上サ シヨルノニ ノノ談
ノレ染 テリハ挙ハ 風ニ諸怯シア

ーー 円
コ而 知真妙云ナ体随 於

了
ト不心 ハシ縁随縁 ア

ヲ染不 ハ、ト ノ、 E誼弓

示ト染而 理、 シ不 テ'真如
、 八

スハ ナー テ変
事ナ

宗綱要
、縁随染 ラ喜法 万ト之ト サ 法ノ スえ ノ

真剣縁起ヲ誇法ミ吾トi真如縁随ハ

ル ト二 ノレ

ハ皇如 ナ義
ーシ ト

ナ ルア
、 ア ..... 

シ、リ 波 差
、ナ仏、

動 ZiJ 
土ナシ え 陀モ縁随 ノ

ノ

":Aノレテ
体当 諸法

フト法諸 衆ノ
ナキ 生義

即水
ト

夫、ト モヨ 顕

真如ノナレ 真知云リ
ナ
ノ、
ノレノレ 、

吉
谷
『
仏
教
大
旨
』
五
一
員
1
一
七
頁
)

次
ニ
真
如
縁
起
ト
ハ
、
梼
伽
、
勝
髪
、
起
信
、
宝
性
等
ノ
諸
経
論
ノ

説
、
華
厳
天
台
等
所
談
ノ
義
ナ
リ
、

然
ル
ニ
起
信
論
ヲ
華
厳
ヨ
リ
ハ
五
教
中
ノ
終
教
ノ
位
ト
シ
、
天
台
ヨ

リ
ハ
四
教
ノ
中
ノ
別
教
ノ
位
ト
ス
ト
云
へ
ト
モ
、
朋
党
ノ
情
ヲ
離
レ

テ
之
ヲ
見
レ
ハ
、
偏
ニ
一
教
ニ
属
ス
ヘ
カ
ラ
ス
、
何
ヲ
以
ノ
故
ニ
、

大
乗
通
申
ノ
論
ナ
ル
カ
ユ
ヘ
ナ
リ
、

又
此
真
如
縁
起
ニ
付
キ
、
天
台
ト
華
厳
ト
ノ
所
談
ニ
於
テ
差
異
ナ
キ

ニ
非
ス
、
華
厳
ニ
ハ
性
起
ヲ
談
シ
、
天
台
ニ
ハ
性
具
ヲ
談
ス
、
此
性

起
ト
性
具
ト
ノ
論
点
ヨ
リ
イ
へ
ハ
、
起
信
ハ
華
厳
ニ
同
ス
ル
ナ
リ
、

此
等
ノ
義
ハ
、
今
ノ
急
要
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
他
日
ニ
譲
リ
テ
、
今
正

ク
真
知
縁
起
ノ
相
ヲ
略
陳
ス
ヘ
シ
、

凡
ソ
諸
法
縁
起
ノ
相
ヲ
明
ス
ニ
、
真
如
随
縁
不
守
自
性
ト
談
シ
テ
、

真
知
ノ
挙
体
随
縁
シ
テ
染
浄
ノ
諸
法
ト
顕
ル
ル
コ
ト
ハ
、

警
へ
ハ
海
水
ノ
風
ニ
因
リ
テ
波
浪
ヲ
発
ス
ニ
同
ジ
、
其
縁
起
ノ
諸
法

ノ
当
体
即
真
如
ナ
ル
コ
ト
ハ
、
恰
モ
波
浪
ノ
当
体
即
水
ナ
ル
カ
知
シ
、

故
ニ
此
真
知
ニ
ハ
随
縁
ト
不
変
ノ
二
義
ア
リ
、
随
縁
ノ
義
ヨ
リ
云
ヘ

ハ
、
真
知
ノ
挙
体
随
縁
シ
テ
十
界
差
別
ノ
諸
法
ト
ナ
ル
、
仏
陀
モ
衆

生
モ
、
一
ト
シ
テ
真
如
ヨ
リ
生
セ
サ
ル
者
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
、

又
不
変
ノ
義
ヨ
リ
云
へ
ハ
、
森
羅
ノ
諸
法
、
即
真
知
ニ
シ
テ
、
青
々

タ
ル
翠
竹
、
欝
々
タ
ル
黄
花
、
宛
然
ト
シ
テ
真
如
ノ
妙
理
ナ
ラ
サ
ル

ハ
ナ
シ
、

勝
室
経
ノ
中
ニ
自
性
清
浄
心
不
染
而
染
ト
ハ
真
如
随
縁
シ
テ
諸
法
ト

ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
ス
、
染
市
不
染
ト
ハ
随
縁
シ
テ
諸
法
ト
ナ
ル
時
、
真

如
ノ
自
性
ヲ
失
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
示
シ
タ
マ
フ
、
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吉
谷
は
最
初
に
真
知
縁
起
を
説
く
経
論
と
、
『
大
乗
起
信
論
』
の
所
属
に
つ
い
て
の
議
論
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
異
な
る
が
、
内
容

は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
吉
谷
の
ほ
う
が
細
か
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、
一
例
で
は
あ
る
が
、
円
了
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト
』
を
増
稿
し
て
『
仏
教
大
旨
』
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
こ

で
両
者
の
関
係
を
時
系
列
で
推
測
し
て
み
る
。
明
治
一
八
年
、
東
京
大
学
の
研
究
生
で
あ
っ
た
円
了
は
本
書
『
八
宗
綱
要
ノ
l
ト』

を
作
成
し
た
。
円
了
は
明
治
一
六
年
吉
谷
の
講
義
を
聴
講
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
内
容
は
吉
谷
自
身
の
思
想
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
そ
の
中
で
も
諸
法
原
理
な
ど
の
項
目
は
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
に
は
説
か
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
吉
谷
自
身
が
仏
教

の
根
本
原
理
と
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
キ
リ
ス
ト
教
や
西
洋
哲
学
と
同
様
、
世
界
発
生
の
原
理
が
仏
教
に
も

あ
る
べ
き
と
い
う
、
思
想
的
要
請
か
ら
構
想
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

吉
谷
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
期
に
『
令
知
会
雑
誌
』
に
同
様
の
内
容
を
連
載
し
、
そ
れ
を
増
稿
し
て
明
治
一
九
年
に
『
仏
教
大

旨
』
を
刊
行
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
を
拡
充
し
て
明
治
二
三
年
に
『
仏
教
総
論
』
を
刊
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
円
了
は
「
八
宗

綱
要
ノ
1
ト
」
の
教
説
、
と
く
に
諸
法
原
理
の
項
目
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
仏
教
・
哲
学
一
致
論
を
構
想
し
、
そ
れ
を
明
治
一
九
年
の

『
真
理
金
針
』
「
続
編
」
、
明
治
二

O
年
の
『
仏
教
活
論
序
論
』
に
発
表
し
て
い
っ
た
。

←且4・
F、
ま
と
め
と
課
題

ま
ず
小
論
の
内
容
を
ま
と
め
る
。
明
治
初
期
の
仏
教
界
は
、
内
的
に
は
神
道
、
外
的
に
は
キ
リ
ス
ト
教
の
圧
力
に
押
さ
れ
て
い

た
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
宗
派
と
し
て
で
は
な
く
総
合
的
な
仏
教
と
い
う
も
の
を
、
ど
の
よ
う
に
打
ち
出
す
か
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
鎌
倉
時
代
の
凝
然
『
八
宗
綱
要
』
が
注
目
さ
れ
た
。
『
八
宗
綱
要
』
は
、
仏
教
の
総
説
か
ら
始
め
て
日
本
仏
教
の
宗
派
に
ま
で
及

ぶ
見
取
り
図
が
示
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
界
で
は
、
初
等
教
育
で
こ
れ
を
教
授
す
る
こ
と
に
よ
り
、
仏
教
そ
の
も
の
と
宗
派
と
の
連
結
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を
教
育
し
、
さ
ら
に
当
時
の
日
本
仏
教
の
宗
派
を
、
そ
の
枠
組
み
で
説
明
す
る
こ
と
も
行
な
っ
た
。

大
谷
派
僧
侶
、
吉
谷
覚
寿
は
、
教
理
に
関
す
る
知
識
を
評
価
さ
れ
て
明
治
十
四
年
に
東
京
大
学
の
講
師
と
な
り
、
『
八
宗
綱
要
』
、

『
天
台
四
教
儀
』
を
講
じ
た
。
と
く
に
『
八
宗
綱
要
』
を
講
義
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
『
八
宗
綱
要
』
に
は
出
な
い
が
吉
谷
自
身
が
考

え
る
仏
教
の
根
本
教
理
(
諸
法
原
理
、
三
法
印
な
ど
)
を
併
せ
て
講
義
し
て
い
た
。
吉
谷
は
こ
の
内
容
を
「
令
知
会
雑
誌
』
に
連
載

し
、
そ
れ
を
整
理
し
て
明
治
一
九
年
に
は
『
仏
教
大
旨
』
を
、
明
治
二
三
年
に
は
『
仏
教
総
論
』
を
刊
行
し
た
。
井
上
円
了
は
明
治

一
六
年
に
吉
谷
の
講
義
を
受
講
し
た
。
の
ち
そ
の
内
容
を
本
書
に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
円
了
は
吉
谷
が
説
い
た
「
諸
法
原
理
」
を
も

と
に
仏
教
・
哲
学
一
致
論
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
初
期
の
東
京
大
学
の
仏
教
学
の
講
義
と
し
て
は
、
従
来
、
原
坦
山
の
『
大
乗
起
信
論
』
の
講
義
が
注
意
さ
れ
て
き
た
が
、
今

後
は
吉
谷
の
教
説
、
お
よ
び
そ
れ
が
円
了
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
次

の
課
題
と
し
て
は
、
吉
谷
の
仏
教
思
想
を
、
『
仏
教
大
旨
』
、
『
仏
教
総
論
』
、
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
な
ど
を
も
と
に
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。
特
に
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
に
お
い
て
吉
谷
は
、
名
前
こ
そ
挙
げ
な
い
が
、
円
了
が
推
進
し
た
仏
教
・
哲
学
一
致
論
を
強
く
批

判
し
て
い
る
(
担
。
こ
の
点
を
含
め
、
吉
谷
の
仏
教
思
想
を
解
明
し
た
上
で
、
円
了
と
の
違
い
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
円
了
の

思
想
的
位
置
づ
け
が
、
よ
り
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。

〈
付
記
〉
本
論
文
の
執
筆
に
あ
た
り
、
資
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
東
洋

大
学
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
の
三
浦
節
夫
教
授
よ
り
有
益
な
情
報
を
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
こ
こ
に
記
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
資
料
編
】
翻
刻
『
八
宗
綱
要
』

〔
凡
例
〕

-
漢
字
は
常
用
漢
字
で
統
一
し
た
。

-
「
コ
ト
」
、
「
ナ
リ
」
な
ど
を
示
す
略
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
コ
ト
」
、
「
ナ
リ
」
と
表
記
し
た
。

-
文
字
の
誤
記
を
指
示
し
て
い
る
も
の
は
、
訂
正
し
た
も
の
の
み
を
記
し
た
。

-
改
行
箇
所
に
は
/
を
入
れ
た
。

-
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
筆
者
が
句
点
を
入
れ
た
。

判
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
口
を
記
し
た
。

(
表
紙
)

井
上
円
了
『
八
宗
綱
要
』

文
学
部
研
究
生

井
上
円
了
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一
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)
※
記
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な
し



(
二
丁
オ
モ
テ
)
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第
一
題

諸
法
原
理

凡
ソ
森
羅
ノ
諸
法
ハ
、
有
形
無
形
有
情
非
情
等
ノ
差
別
/
ア
リ
ト
難
モ
、
其
起
ル
所
ノ
同
一
ノ
原
理
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
固
/
ヨ
リ
仏

教
ハ
衆
生
ノ
性
欲
ニ
応
シ
テ
説
キ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
/
差
異
ア
ル
ヤ
必
セ
リ
、
然
レ
ト
モ
其
原
理
ハ
同
一
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ

シ
、
其
/
仏
教
所
談
ノ
諸
法
ノ
原
理
ト
ハ
、
唯
真
如
ノ
一
理
ナ
リ
、
此
理
/
タ
ル
ヤ
、
万
物
中
ニ
周
遍
シ
テ
之
ヲ
含
有
シ
、
而
モ
諸
法
ノ
/
体

性
ナ
ル
カ
故
ニ
法
性
ト
モ
云
フ
、
然
レ
ト
モ
色
モ
ナ
ク
形
モ
ナ
ク
更
/
ニ
名
状
ス
ペ
カ
ラ
ス
、
唯
是
レ
無
漏
智
ノ
所
証
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
/

(
二
丁
ウ
ラ
)

然
ル
ニ
此
諸
法
ノ
原
理
ヲ
委
ク
談
ス
ル
ニ
大
途
三
種
ア
リ
、
/
一
ニ
倶
舎
論
ニ
於
テ
ハ
、
三
世
実
有
法
体
恒
有
ト
立
テ
テ
/
三
世
ニ
ワ
タ
リ
テ

諸
法
ハ
実
体
ア
リ
、
因
縁
合
ス
レ
ハ
作
用
ヲ
/
起
シ
、
因
縁
散
ス
レ
ハ
作
用
ヲ
滅
ス
ル
ト
立
ツ
ル
、
二
ニ
唯
識
/
論
ニ
於
テ
ハ
、
頼
耶
縁
起
ト

立
テ
テ
、
真
如
ノ
理
ハ
諸
法
ノ
/
体
性
ト
ナ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
諸
法
ヲ
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
有
情
非
/
情
等
ノ
諸
法
ハ
、
頼
耶
ノ
種
子
ヨ

リ
生
ス
、
頼
耶
ト
ハ
/
党
語
ニ
テ
具
ニ
ハ
阿
頼
耶
、
此
ニ
蔵
ト
翻
ス
、
是
レ
ハ
有
/
情
ノ
心
ニ
八
種
ア
ル
中
、
第
八
識
ナ
リ
、
此
識
ノ
中
ニ
一

切
/
万
法
ノ
種
子
ヲ
摂
蔵
セ
リ
、
故
ニ
森
羅
万
象
/

(
三
丁
オ
モ
テ
)

悉
ク
此
頼
耶
ノ
種
子
ヨ
リ
生
起
ス
ト
立
ツ
ル
ナ
リ
、
/
三
ニ
華
厳
天
台
ニ
於
テ
ハ
、
真
如
縁
起
ト
談
シ
テ
、
真
如
挙
/
体
随
縁
シ
テ
差
別
ノ
諸

法
ト
顕
ハ
ル
、
然
ル
ニ
縁
起
/
ノ
諸
法
即
チ
真
如
ナ
リ
、
響
へ
ハ
海
水
ノ
風
ニ
ヨ
リ
テ
波
動
/
ス
ル
ニ
、
波
動
ノ
当
体
即
水
ナ
ル
カ
如
シ
、
故

ニ
此
真
如
ニ
ハ
随
/
縁
ト
不
変
ト
ノ
二
義
ア
リ
、
随
縁
ノ
義
ヨ
リ
云
ハ
ハ
、
真
如
/
ノ
挙
体
随
縁
シ
テ
万
法
ト
ナ
ル
、
仏
陀
モ
衆
生
モ
真
如
ヨ

/
リ
生
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
又
不
変
ノ
義
ヨ
リ
云
ハ
ハ
、

一
切
諸
法
即
/
真
知
ナ
リ
、

一
色
一
香
ト
シ
テ
真
如
妙
理
ナ
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
/
勝
重

経
ニ
自
性
清
浄
心
不
染
而
染
ト
ハ
真
知
随
縁
/



(
三
丁
ウ
ラ
)

シ
テ
諸
法
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
明
ス
、
染
市
不
染
ト
ハ
随
縁
シ
テ
諸
/
法
ト
ナ
ル
ト
キ
、
真
如
ノ
自
性
失
セ
サ
ル
コ
ト
ヲ
示
ス
、
之
ヲ
真
如
縁
/
起

ト
云
フ
ナ
リ
、
/
起
信
論
ノ
一
心
二
門
ハ
、
真
如
ノ
随
縁
ト
不
変
ト
ニ
分
ル
ル
/
ヲ
云
フ
ナ
リ
/
随
縁
真
知
ハ
心
生
滅
門
ナ
リ
/
不
変
真
知
ハ

心
不
生
滅
門
ナ
リ
/
道
理
ト
真
理
ト
ハ
別
ナ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
深
浅
ニ
従
フ
テ
次
第
/
ア
リ
、
道
理
ヲ
究
メ
テ
始
メ
テ
諸
法
ノ
道
理
ナ
ル
真

/
如
ノ
真
理
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
/

(
四
丁
オ
モ
テ
)

真
如
ヲ
ハ
知
何
ナ
ル
モ
ノ
ト
人
間
ハ
ハ
、
墨
絵
ニ
カ
キ
シ
松
風
/
ノ
音
/
真
如
ト
ハ
、
真
ハ
真
実
、
如
ハ
如
常
ヲ
義
ト
ス
、
真
如
ニ
ハ
/
一
如
、

法
界
、
法
性
、
不
変
異
性
、
平
等
性
、
法
位
真
/
際
等
種
々
ノ
異
名
ア
リ
/
天
台
ノ
止
観
ニ
/
一
色
一
香
無
非
中
道
ト
ア
リ
/
随
眠
ト
ハ
煩
悩

ノ
異
名
ニ
シ
テ
、
其
中
ニ
見
思
ノ
二
惑
ヲ
/
摂
ス
ル
ナ
リ
、
随
ハ
煩
悩
ノ
常
ニ
身
ニ
随
フ
ヲ
云
ヒ
、
眠
ト
ハ
/
常
ニ
眠
リ
テ
存
シ
物
ニ
触
ル
レ

ハ
忽
チ
起
ル
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ
/

(
四
丁
ウ
ラ
)

第
二
題

三
法
印
義

抑
く
仏
教
ハ
無
量
ナ
レ
ハ
、
相
濫
モ
亦
多
カ
ル
ヘ
シ
、
故
ニ
其
真
偽
ヲ
識
別
/
ス
ル
ノ
標
準
ナ
ク
ン
ハ
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
因
是
三
種
ノ
法
印
ア

リ

一
ニ
諸
/
行
無
常
印
、
二
ニ
諸
法
無
我
印
、
三
ニ
浬
繋
寂
静
印
ナ
リ
、
/
此
三
印
ニ
応
ス
ル
ヲ
仏
教
ト
シ
、
此
三
印
ニ
カ
ナ
ハ
サ
ル
ヲ
非

仏
教
ト
ス
/
ル
ナ
リ
、

一
ニ
諸
行
無
常
印
ト
ハ
、
有
為
法
ノ
共
相
ナ
リ
、
/
共
相
ト
ハ
諸
法
ニ
貫
通
ス
ル
ノ
義
ナ
リ
、
諸
行
ト
ハ
、
諸
ト
ハ
一

切
ノ
/
義
、
行
ト
ハ
造
作
遷
流
ノ
義
ニ
シ
テ
、

ス
ベ
テ
因
縁
合
成
シ
テ
転
/
変
ヲ
有
ス
ル
情
非
情
等
ノ
法
ナ
リ
、
無
常
ト
ハ
生
滅
ヲ
有
/
ス
ル

法
ハ
常
住
ナ
ル
モ
ノ
ナ
シ
、
智
度
論
ニ
ハ
此
無
常
ニ
二
/
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(
五
丁
オ
モ
テ
)

144 

種
ヲ
分
ツ
、

一
ニ
念
念
生
滅
之
無
常
、
是
レ
ハ
草
木
等
ノ
非
情
/
ハ
勿
論
、
有
情
ノ
肉
体
及
ヒ
精
神
何
レ
モ
念
念
ニ
生
滅
シ
テ
/
遷
流
無
常
ナ

リ
、
一
一
ニ
相
続
法
壊
ノ
無
常
、
是
レ
ハ
生
/
命
ヲ
尽
ク
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
生
者
必
滅
ノ
理
ナ
リ
、
然
ル
ニ
此
生
滅
ヲ
前
/
滅
後
生
ト
モ
云
フ
テ
、

有
為
法
ノ
新
陳
代
謝
ス
ル
事
ナ
リ
、
其
前
減
/
後
生
ノ
勢
力
速
疾
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
、
前
后
相
似
相
続
ス
ル
カ
故
ニ
/
不
変
ノ
物
体
ア
ル
カ
如
ク
ニ

シ
テ
知
見
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ハ
、
流
水
灯
焔
/
ノ
如
シ
、
然
ル
ニ
一
切
衆
生
、
無
常
法
ヲ
顛
倒
シ
テ
常
住
ト
執
ス
/
ル
カ
故
ニ
、
仏
是
カ
為
ニ

無
常
ノ
理
ヲ
ト
ケ
リ
、
之
ヲ
諸
行
無
常
/
印
ト
云
フ
ナ
リ
、
一
一
ニ
諸
法
無
我
印
ト
ハ
、

一
切
ノ
有
為
無
為
法
/

(
五
丁
ウ
ラ
)

ノ
共
相
ナ
リ
、
上
ノ
有
為
ノ
諸
行
ハ
勿
論
、
不
生
不
滅
ノ
真
理
/
ニ
至
ル
迫
、
尽
ク
無
我
ナ
リ
、
凡
ソ
有
情
ト
ハ
、
五
慈
ノ
和
合
シ
/
テ
見
聞

等
ノ
左
右
ヲ
ナ
ス
ノ
ミ
、
終
日
車
ヲ
数
へ
テ
車
ナ
シ
/
ト
云
フ
カ
如
ク
、
五
組
ノ
体
ヲ
ハ
ナ
レ
テ
実
我
ナ
シ
、
仮
我
ハ
ア
リ
、
/
若
シ
実
我
ア

ラ
ハ
、
身
体
モ
衰
滅
セ
ス
病
悩
モ
受
ケ
ス
/
自
在
ナ
ル
ヘ
シ
、
何
ヲ
以
テ
ノ
故
ニ
、
我
ト
ハ
常
一
主
宰
ノ
義
/
ナ
ル
カ
故
ナ
リ
、
然
ル
ニ
此
理

ナ
シ
、
況
ン
ヤ
山
河
草
木
家
宅
/
等
ニ
於
テ
オ
ヤ
、

又
無
為
ノ
真
理
ノ
知
キ
ハ
不
生
不
滅
ノ
/
法
ニ
シ
テ
、
堅
実
ノ
別
体
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
故

ニ
無
我
ナ
ル
コ
ト
勿
論
/
ナ
リ
、
然
ル
ニ
一
切
衆
生
堅
実
ノ
我
ア
リ
ト
執
ス
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
、
/

(
六
丁
オ
モ
テ
)

仏
是
レ
カ
為
ニ
無
我
ノ
理
ヲ
ト
ケ
リ
、
之
ヲ
諸
法
無
我
印
/
ト
云
フ
ナ
リ
、
一
二
ニ
浬
繋
寂
静
ト
ハ
、
無
為
法
ノ
共
相
ナ
リ
、
/
此
浬
繋
ハ
煩
悩

等
ノ
雑
染
ヲ
滅
尽
シ
テ
最
極
寂
静
/
安
穏
微
妙
ナ
リ
、
然
ル
ニ
此
湿
繋
ニ
付
、
大
乗
小
乗
ノ
別
ア
リ
テ
/
具
サ
ニ
四
種
ノ
浬
繋
ア
リ
、
次
ノ
法

相
宗
ノ
下
ニ
出
ツ
ル
如
シ
/
仏
一
代
説
教
ノ
本
意
ハ
、
此
浬
繋
寂
静
ノ
証
果
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
/
カ
為
ナ
リ
、
之
ヲ
浬
繋
寂
静
印
ト
云
フ
ナ
リ
/

有
為
ハ
因
縁
ニ
ヨ
リ
テ
生
起
ス
ル
モ
ノ
ヲ
云
ヒ
、
無
為
ハ
本
来
自
然
ニ
/
存
ス
ル
モ
ノ
ヲ
云
フ
/
念
ト
ハ
時
間
ノ
小
隙
ノ
名
ニ
シ
テ
、
利
那
ノ

積
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
/



(
六
丁
ウ
ラ
)

第
四

大
小
二
乗

仏
所
説
ノ
一
代
教
ノ
中
、
大
小
乗
ノ
別
ア
リ
、
乗
ト
ハ
運
載
ノ
義
/
ニ
テ
、
行
人
ヲ
乗
セ
テ
因
ヨ
リ
果
ニ
運
フ
コ
ト
ナ
リ
、
即
チ
自
利
/
ト
利

他
ト
ヲ
具
足
シ
テ
自
他
双
運
ス
ル
ヲ
大
乗
ト
云
ヒ
、
唯
/
自
運
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
他
運
ノ
欠
ケ
タ
ル
ヲ
小
乗
ト
云
フ
、
大
乗
ノ
/
法
ト
ハ
大
人
所

乗
ノ
法
ナ
リ
、
小
乗
法
ト
ハ
小
人
所
乗
ノ
/
法
ナ
リ
、
大
人
ト
ハ
仏
菩
薩
ナ
リ
、
小
人
ト
ハ
声
聞
縁
覚
ノ
人
/
ナ
リ
、
故
ニ
小
乗
法
ハ
浅
近
ナ

リ
、
大
乗
法
ハ
深
遠
ナ
リ
、
故
ニ
/
上
乗
下
乗
ト
モ
名
ク
、
其
大
人
所
乗
ノ
法
ト
ハ
、
布
施
等
ノ
/
六
度
ノ
行
ナ
リ
、
小
人
所
乗
ノ
法
ト
ハ
、

四
諦
十
二
因
縁
/

(
七
丁
オ
モ
テ
)

ナ
リ
、
具
サ
ニ
云
ハ
ハ
、
教
理
行
果
ノ
四
法
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
、
此
外
/
仏
教
ヲ
一
乗
ト
三
乗
ト
ニ
分
ヅ
コ
ト
ア
リ
、

一
切
衆
生
皆
成
仏
/
ノ

理
ヲ
談
ス
ル
ヲ
一
乗
教
ト
云
ヒ
、
声
聞
ト
縁
覚
ト
菩
薩
/
ト
ノ
因
果
ヲ
各
別
ニ
談
ス
ル
ヲ
三
乗
教
ト
云
フ
ナ
リ
、
又
此
/
三
乗
ノ
上
ニ
人
天
乗

ヲ
加
へ
テ
五
乗
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ
/

第
五

三
蔵
名
義

三
蔵
ト
ハ
経
律
論
ナ
リ
、
是
レ
ハ
仏
一
代
ノ
教
法
ヲ
此
三
蔵
ニ
/
摂
尽
ス
、

一
ニ
経
ト
ハ
党
ニ
シ
多
ラ
ン
訳
シ
テ
契
緩
ト
云
フ
/
契
ト
ハ
契
当

至
合
ノ
義
ニ
シ
テ
、
仏
経
ハ
諸
法
ノ
真
義
ニ
カ
ナ
ヒ
/
有
情
ノ
様
根
ニ
通
ス
ル
ガ
故
ニ
契
ト
云
フ
、
経
ト
ハ
錦
ヲ
織
ル
ニ
/

(
七
丁
ウ
ラ
)

縦
糸
ノ
緯
糸
ヲ
持
ツ
如
ク
、
仏
教
ハ
ヨ
ク
義
理
ヲ
タ
モ
チ
テ
/
散
セ
サ
ラ
シ
ム
ル
カ
故
ニ
経
ト
云
フ
/
二
ニ
律
ト
ハ
、
党
ニ
毘
那
ヤ
/
此
ニ
訳

シ
テ
調
伏
ト
云
フ
、
有
情
ノ
三
業
ヲ
調
和
シ
、
諸
/
々
ノ
悪
業
ヲ
制
伏
ス
ル
カ
故
ナ
リ
、
之
ヲ
律
ト
云
フ
ハ
世
間
ノ
/
法
律
ノ
如
ク
、

ヨ
ク
軽

重
ノ
罰
ヲ
断
決
ス
ル
カ
故
ナ
リ
、
三
ニ
/
論
ト
ハ
党
ニ
ア
ピ
ダ
ツ
マ
、
訳
シ
テ
対
法
ト
云
フ
、
無
漏
ノ
智
/
慧
ヲ
以
テ
四
諦
ノ
理
ヲ
対
観
シ
、
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浬
繋
ノ
果
ニ
対
向
ス
/
ル
コ
ト
ナ
リ
、
之
ヲ
論
ト
云
フ
ハ
、
諸
法
ノ
性
相
ヲ
論
議
決
/
着
ス
ル
ノ
義
ナ
リ
、
其
経
律
論
ヲ
各
々
蔵
ト
名
ク
ル
/

146 

ハ
、
此
三
ハ
一
切
ノ
文
義
ヲ
摂
蔵
シ
テ
散
失
セ
サ
ラ
シ
ム
ル

(
八
丁
オ
モ
テ
)

カ
故
ナ
リ
、
此
三
蔵
ハ
序
ノ
知
ク
定
戒
慧
ノ
三
学
ヲ
詮
顕
/
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
而
モ
大
乗
小
乗
共
ニ
此
三
蔵
ア
リ
、
/

第
ノ、

三
学
名
義

三
学
ト
ハ
戒
定
慧
ナ
リ
、
此
三
ハ
ス
ベ
テ
仏
道
修
行
ノ
人
ノ
修
/
学
ス
ヘ
キ
法
ナ
リ
、

一
ニ
戒
ト
ハ
、
戒
律
ニ
シ
テ
、
有
情
ノ
三
業
ノ
非
ヲ
防

/
キ
悪
ヲ
止
ム
ル
コ
ト
ナ
リ
、
一
一
ニ
定
ト
ハ
、
散
乱
ヲ
止
メ
心
ヲ
寂
静
/
ナ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
リ
、
三
ニ
慧
ト
ハ
、
愚
痴
ヲ
対
治
シ
テ
智
慧
ヲ

/
明
瞭
ナ
ラ
シ
ム
ル
ナ
リ
、
此
三
学
ヲ
成
実
論
ニ
、
戒
如
捉
賊
、
定
/
如
縛
賊
、
慧
如
殺
賊
、
是
レ
始
メ
ニ
戒
ヲ
持
チ
テ
三
業
ノ
/
可
否
ヲ
制

シ
、
次
ニ
定
ニ
入
リ
テ
心
ヲ
静
ニ
シ
、
後
ニ
慧
ヲ
/

(
八
丁
ウ
ラ
)

起
シ
テ
煩
悩
ヲ
断
ズ
ル
ナ
リ
、
以
上
談
ス
ル
所
、
所
化
ノ
衆
生
ニ
/
約
ス
ル
次
第
ナ
リ
、
若
シ
能
化
ノ
仏
ニ
約
ス
ル
ト
キ
ハ
、
定
戒
慧
/
ノ
次

第
ナ
リ
、
其
故
ハ
、
先
ツ
入
定
シ
テ
衆
生
ノ
様
ヲ
カ
ン
ガ
ミ
/
次
ニ
戒
律
ヲ
ト
キ
テ
威
儀
ヲ
ト
ト
ノ
ヘ
シ
メ
、
後
ニ
心
地
ヲ
/
開
キ
テ
智
慧
ヲ

サ
ヅ
ク
ル
カ
故
ナ
リ
、
此
三
学
ハ
大
小
両
乗
/
ニ
通
ス
ル
ナ
リ
/
定
ニ
ハ
静
慮
ト
云
フ
訳
ア
リ
/

第
七

結
集
三
蔵

是
レ
ハ
仏
一
代
五
十
年
間
ハ
唯
、
説
法
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
別
ニ
典
籍
ヲ
/
用
井
ズ
、
仏
説
ヲ
キ
キ
テ
教
ノ
如
ク
修
行
シ
テ
証
益
ヲ
エ
タ
リ
、
/

(
九
丁
オ
モ
テ
)

然
ル
ニ
仏
滅
后
、
教
法
ノ
散
滅
セ
ン
コ
ト
ヲ
憂
ヘ
テ
、
迦
葉
阿
難
/
等
ノ
弟
子
一
千
人
集
マ
リ
テ
、
仏
滅
ノ
年
四
月
十
五
日
ヨ
リ
/
九
十
日
間

ヲ
経
テ
、
摩
掲
陀
国
ノ
王
舎
城
ノ
七
葉
巌
ニ
於
テ
、
/
経
律
論
ノ
三
蔵
ヲ
結
集
セ
リ
、
此
仏
入
滅
ノ
年
代
ニ
ハ
/
異
説
ア
リ
ト
難
モ
、
周
口
口



ノ
説
ニ
ヨ
ラ
ハ
周
穆
五
十
三
/
年
ニ
当
ル
、
明
治
十
八
年
マ
テ
ハ
二
千
八
百
三
十
四
年
ナ
リ
、
/
尚
ホ
此
三
蔵
ヲ
結
集
ス
ル
ニ
ツ
イ
テ
ハ
大
小

乗
ノ
不
同
ア
リ
、
/
此
結
集
ノ
事
ハ
法
苑
珠
林
及
ヒ
義
林
章
等
ニ
/
諸
書
ヲ
引
キ
テ
委
ク
釈
セ
リ
/

(
九
丁
ウ
ラ
)

第
八

仏
教
流
伝

是
レ
ハ
仏
教
ノ
三
蔵
結
集
セ
シ
ヨ
リ
、
后
代
ニ
流
布
/
伝
弘
ス
ル
事
ヲ
云
フ
、
印
度
ニ
ア
リ
テ
ハ
仏
滅
后
一
百
年
間
/
ハ
迦
葉
阿
難
末
田
商
那

優
婆
盆
多
ノ
五
人
/
承
継
シ
テ
伝
持
シ
一
味
写
瓶
セ
リ
、
此
五
師
ニ
ツ
イ
テ
/
二
十
四
祖
ノ
相
承
ヲ
立
ツ
ル
コ
ト
ア
リ
(
柑
々
同
)
、

一
百
年
/

以
后
、
小
乗
中
、
諸
部
分
出
シ
、
異
見
派
別
ス
ト
雄
モ
/
仏
滅
后
四
百
年
間
ハ
ス
へ
テ
盛
ナ
リ
、
五
百
年
之
時
、
外
/
道
競
ヒ
起
リ
テ
仏
教
漸

ク
衰
微
セ
リ
、
次
ニ
六
百
年
/
之
時
、
馬
鳴
論
師
ア
ラ
ハ
レ
テ
大
乗
ヲ
弘
メ
、
七
百
年
/
之
時
、
竜
樹
出
テ
テ
同
シ
ク
大
乗
ヲ
弘
メ
、
九
百
年

ノ
/ 

(

一

O
丁
オ
モ
テ
)

時
、
無
着
世
親
ノ
二
大
土
ア
ラ
ハ
レ
テ
唯
識
中
道
ノ
法
/
門
ヲ
弘
ム
、
千
一
百
年
ノ
后
、
大
乗
中
、
空
有
二
門
/
分
レ
タ
リ
、
次
ニ
支
那
ニ
於

テ
ハ
、
仏
滅
后
一
千
十
六
年
/
即
チ
後
漢
ノ
明
帝
永
平
十
年
、
勝
口
竺
蘭
/
二
人
始
メ
テ
仏
経
ヲ
将
来
シ
テ
、

四
十
二
章
経
等
ヲ
/
翻
訳
セ
シ

以
来
、
唐
宋
ノ
世
々
ニ
至
ル
述
、
仏
教
ヲ
翻
訳
/
セ
シ
一
二
蔵
、
凡
ソ
二
百
九
十
二
人
ア
リ
、
名
義
集
井
ニ
/
古
今
訳
経
図
記
等
ヲ
見
ル
へ
シ
、

次
ニ
支
那
伝
来
以
/
後
、
二
一
百
余
年
ヲ
経
テ
、
百
済
国
ニ
伝
フ
、
其
後
一
百
余
/
年
ヲ
経
テ
我
朝
人
皇
三
十
代
、
欽
明
帝
ノ
御
宇
/

(

一

O
了
ウ
ラ
)

十
三
年
十
月
、
百
済
国
ヨ
リ
始
メ
テ
仏
教
ヲ
伝
へ
、
仏
像
/
経
論
ヲ
送
遣
セ
リ
、
然
ル
ニ
正
ク
仏
教
ノ
盛
ニ
弘
マ
リ
/
宗
旨
ヲ
分
チ
テ
伝
フ
ル

ハ
、
三
十
四
代
推
古
天
皇
ノ
御
宇
/
ヲ
始
メ
ト
ス
、
即
チ
推
古
帝
ノ
三
十
三
年
、
高
麗
ノ
/
恵
濯
、
三
論
宗
ヲ
伝
ヘ
タ
リ
、
故
ニ
日
本
ノ
仏
教

濫
組
閣
/
ハ
百
済
ヨ
リ
来
ル
、
次
ニ
欽
明
帝
ノ
十
三
年
ヨ
リ
/
一
百
二
年
ヲ
経
テ
第
三
十
七
代
孝
徳
帝
ノ
御
字
、
/
白
雑
四
年
、
道
昭
入
唐
シ
テ
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玄
奨
三
蔵
ヨ
リ
/
法
相
宗
ヲ
伝
フ
、
即
チ
唐
第
三
ノ
王
高
宗
帝
ノ
永
徽
/
四
年
ニ
当
ル
、
夫
ヨ
リ
五
十
一
代
桓
武
天
皇
ノ
朝
ニ
至
/

148 

(
二
丁
オ
モ
テ
)

ル
迫
諸
宗
ヲ
伝
来
セ
リ
、
是
ヲ
以
テ
本
朝
ニ
仏
教
/
ヲ
伝
来
セ
シ
ヨ
リ
明
治
十
八
年
ニ
テ
ハ
一
千
三
百
三
十
/
四
年
ナ
リ
、
此
仏
教
伝
来
ノ
事

ハ
三
国
仏
法
伝
通
/
縁
起
中
ニ
詳
カ
ナ
リ
/

第

仏
教
分
斉

仏
一
代
五
十
年
間
所
説
ノ
法
門
無
量
ナ
レ
ト
モ
、
大
途
ヲ
挙
ク
レ
ハ
/
八
万
四
千
ノ
法
門
ア
リ
、
是
レ
ハ
応
病
与
薬
ノ
道
理
ニ
テ
/
所
対
治
ノ

衆
生
ノ
煩
悩
ニ
八
万
四
千
ア
ル
故
ニ
、
能
対
治
ノ
教
法
/
ヲ
八
万
四
千
ノ
法
数
ト
名
ケ
タ
ル
者
也
、
八
万
四
千
ノ
煩
悩
ト
ハ
/
大
数
ニ
約
ス
ル

名
称
ニ
シ
テ
、
貧
ト
瞭
ト
痴
ト
ノ
三
毒
/

(
一
一
丁
ウ
ラ
)

ノ
煩
悩
ニ
一
一
万
一
千
ア
リ
、
合
シ
テ
八
万
四
千
ト
云
フ
ナ
リ
/
此
八
万
四
千
ノ
法
数
ハ
大
乗
小
乗
ニ
通
ス
、
之
ヲ
細
分
ス
レ
ハ
/
大
乗
中
ニ
顕

教
密
教
、
頓
教
漸
教
等
、
別
ア
リ
/
小
乗
中
、
声
聞
縁
覚
ノ
教
法
ア
リ
、
/

完
四
門
入
理

凡
ソ
仏
教
ヲ
通
観
ス
ル
ニ
、
或
ハ
有
ト
説
ク
ア
リ
、
或
ハ
/
空
ト
説
ク
ア
リ
、
小
乗
中
倶
舎
ニ
テ
ハ
法
体
恒
有
ト
/
説
キ
/
成
実
ニ
テ
ハ
人
法

二
空
ト
説
キ
、
大
乗
ノ
中
、
法
相
ニ
テ
ハ
空
/
有
ノ
中
道
ヲ
立
ツ
レ
ト
モ
、
依
円
ノ
法
体
ヲ
有
ト
説
キ
、
/

(
十
二
丁
オ
モ
テ
)

三
論
ニ
テ
ハ
無
所
得
ノ
空
ヲ
立
ツ
ル
カ
如
シ
、
直
チ
ニ
之
ヲ
見
レ
ハ
/
空
有
ノ
別
ヲ
ナ
シ
テ
氷
炭
相
容
レ
サ
ル
カ
如
ク
ナ
レ
ト
モ
、
終
ニ
/
一

致
ニ
帰
ス
ル
ナ
リ
、
是
ニ
付
、
四
門
入
理
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
/
四
門
ト
ハ
有
門
、
空
門
、
亦
有
亦
空
門
、
非
有
非
空
門
ト
ナ
リ
、
/

有
情
ノ
機
根
ハ
区
々
ナ
ル
カ
故
ニ
、
有
ヲ
間
キ
テ
真
理
ニ
入
ル
モ
ノ
ア
リ
、
/
空
ヲ
聞
キ
テ
真
理
ニ
入
ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
真
理
ハ
真
善
妙
有
/



ノ
第
一
義
空
ノ
徳
ア
レ
ハ
、
偏
執
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
観
シ
テ
倍
ル
モ
ノ
/
ア
リ
、
又
真
理
ハ
言
詮
ヲ
離
レ
テ
思
慮
ヲ
離
レ
テ
、
有
ト
モ
/
空
ト
モ

唯
、
是
レ
内
証
智
ノ
境
界
ナ
リ
ト
観
シ
テ
悟
ル
/
モ
ノ
ア
リ
、
故
ニ
通
入
ノ
門
ニ
ハ
四
種
ア
レ
ト
モ
、
真
理
ヲ
見
ル
ニ
/

(
十
二
丁
ウ
ラ
)

至
リ
テ
ハ
同
一
ナ
リ
、
古
説
ニ
「
ワ
ケ
ノ
ボ
ル
麓
ノ
道
ハ
多
ケ
/
レ
ト
モ
同
シ
高
嶺
ノ
月
ヲ
ミ
ル
カ
ナ
」
修
行
ノ
道
ハ
/
多
途
ア
レ
ト
モ
、
仏

果
ノ
高
山
ニ
登
リ
テ
法
性
真
如
ノ
/
用
ヲ
見
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
、
更
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
、
唯
、
空
有
等
/
ノ
諸
門
ニ
於
テ
執
ス
レ
ハ
、
理
ヲ
証

セ
ズ
、
着
セ
サ
レ
ハ
皆
真
/
理
ニ
入
ル
ナ
リ
、
故
ニ
仏
教
ニ
ハ
偏
執
ヲ
離
レ
テ
、
各
自
ノ
/
性
欲
ニ
応
シ
テ
修
シ
入
ル
ヲ
要
ト
ス
ル
ナ
リ
、
/

善
悪
業
感

情
く
案
ス
ル
ニ
、
宇
宙
開
ノ
有
情
ノ
種
類
、
無
量
ナ
レ
ト
モ
/
飛
禽
走
獣
等
ヲ
サ
シ
オ
キ
テ
姑
ラ
ク
人
類
ニ
ツ
イ
テ
/

(
十
三
丁
オ
モ
テ
)

論
セ
ハ
、
凡
ソ
社
会
ノ
状
態
ヲ
見
ル
ニ
、
上
下
貴
賎
賢
愚
貧
/
富
ノ
別
ア
ル
ハ
何
ソ
ヤ
、
日
ク
、
善
悪
ノ
業
ヲ
原
因
ト
シ
結
/
果
ヲ
感
セ
シ
ニ

外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
、
此
因
果
ノ
理
法
ハ
仏
陀
/
人
天
ノ
造
作
セ
シ
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
所
謂
自
業
自
得
ノ
道
/
理
ニ
テ
、
之
ヲ
己
作
不
失
、
未
作

不
得
ト
云
フ
、
己
作
不
失
ト
ハ
/
巳
ニ
善
悪
ノ
業
ヲ
作
リ
シ
モ
ノ
ハ
必
ス
善
悪
ノ
果
ヲ
感
ス
/
ル
コ
ト
ナ
リ
、
米
作
不
得
ト
ハ
、
未
タ
善
悪
ノ

因
ヲ
作
ラ
サ
ル
モ
ノ
ハ
/
必
ス
善
悪
ノ
報
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
ナ
リ
、
抑
/
¥
此
ノ
人
類
ノ
果
ヲ
/
ウ
ル
ニ
ハ
総
報
業
、
別
報
業
ノ
別
ア
リ
、
総
報

業
ト
ハ
/
総
報
ノ
果
体
ヲ
感
ス
ル
業
也
、
此
時
ハ
帝
王
ト
凡
人
/

(
十
三
丁
ウ
ラ
)

ト
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
、
次
ニ
別
報
業
ト
ハ
、
別
報
ノ
果
体
ヲ
感
ス
ル
/
業
ナ
リ
、
此
時
ハ
智
愚
好
醜
ノ
別
ア
リ
、
此
総
別
二
果
/
ハ
相
離
レ

タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
、
総
報
ノ
果
体
ノ
上
ニ
別
報
ノ
/
果
ヲ
感
得
ス
、
除
ハ
画
師
ノ
鼻
目
等
ノ
総
相
ヲ
/
エ
カ
キ
テ
其
上
ニ
種
々
填
彩
ス
ル
カ

如
シ
、
問
テ
云
ク
、
善
/
悪
業
感
ノ
義
ハ
一
往
然
ル
ヘ
シ
ト
雌
モ
、
尚
ホ
疑
ア
リ
/
其
故
ハ
現
ニ
社
会
ヲ
目
撃
ス
ル
ニ
有
道
慈
善
ナ
/
ル
モ
不
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幸
ニ
シ
テ
幸
(
?
)
ニ
カ
カ
リ
、
或
ハ
短
命
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
/
又
暴
行
不
仁
ナ
ル
モ
栄
利
長
寿
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
彼
ノ
顔
回
/
ト
盗
妬
ト
ノ
如

1うO

シ
、
是
レ
因
果
ノ
理
法
ニ
カ
ナ
ハ
サ
ル
ニ
似
タ
リ
/

(
十
四
丁
オ
モ
テ
)

如
何
、
答
テ
日
ク
、
此
ニ
於
テ
過
現
未
ノ
三
世
三
且
リ
テ
/
因
果
ノ
正
理
ノ
空
シ
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
即
チ
受
報
/
ノ
位
ニ
ツ
イ
テ

四
業
ヲ
立
ツ
ル
コ
ト
ア
リ
、

一
ニ
順
現
受
業
/
日
ク
、
此
生
ニ
業
ヲ
作
リ
テ
現
生
ニ
果
ヲ
受
ク
ル
是
/
ナ
リ
、
-
一
ニ
順
生
受
業
、
此
生
ニ
業
ヲ

作
リ
、
次
生
ニ
果
ヲ
/
感
ス
ル
是
ナ
リ
、
三
ニ
順
后
受
業
、
此
生
ニ
業
ヲ
作
リ
/
生
ヲ
越
エ
テ
第
三
生
ニ
果
ヲ
受
ク
ル
是
ナ
リ
、
四
に
順
/
不

定
受
業
、
受
報
時
不
定
ナ
ル
是
ナ
リ
、
故
ニ
/
今
世
ニ
善
行
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
悪
果
ヲ
受
ク
ル
ハ
過
去
生
ノ
/
造
業
ノ
因
ノ
酬
報
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

又
業
悪
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
善
/

(
十
四
丁
ウ
ラ
)

果
ヲ
得
ル
モ
亦
然
リ
、
此
ノ
知
ク
、
三
世
ニ
通
シ
テ
因
果
ノ
/
理
法
ヲ
諦
観
ス
ル
ニ
、
豪
モ
疑
ナ
シ
、
何
ヲ
以
テ
天
/
道
ノ
是
非
ヲ
尤
ム
ル
ヲ

要
セ
ン
ャ
、
尚
ホ
此
善
悪
業
感
/
ノ
理
ハ
職
伽
論
、
雑
集
論
、
唯
識
論
、
倶
舎
論
/
等
ニ
明
シ
テ
ア
リ
/

筆

教
学
関
係

夫
レ
宗
教
ト
学
術
ヲ
大
別
ス
レ
ハ
、
信
仰
ト
究
理
ト
ノ
別
ア
リ
、
/
然
ル
ニ
細
論
ス
レ
ハ
、
互
ニ
関
係
ナ
キ
能
ハ
ス
、
学
術
ヲ
以
テ
物
理
/
ヲ

尋
釈
研
究
シ
テ
其
確
実
ナ
ル
ヲ
知
レ
ハ
、
直
チ
ニ
見
聞
/
セ
サ
ル
モ
其
理
ノ
妄
ナ
ラ
サ
ル
ヲ
ロ
ス
ル
ニ
至
ル
、
疑
団
氷
/

(
十
五
丁
オ
モ
テ
)

解
ト
云
フ
モ
ノ
即
チ
真
ナ
リ
、
又
宗
教
ニ
ハ
種
々
ア
ル
中
、
/
仏
教
ノ
知
キ
ハ
信
ヲ
以
テ
入
門
ト
ス
レ
ト
モ
、
単
ニ
学
術
究
/
理
ヲ
ハ
ナ
レ
テ

事
理
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
知
ラ
ス
シ
テ
妄
信
ス
ル
ニ
ハ
/
ア
ラ
ス
、
国
ヨ
リ
学
問
ニ
ヨ
リ
テ
事
物
ノ
諸
法
ヲ
詳
ニ
セ
サ
レ
ハ
/
信
ス
ル
コ
ト
不
能
、

故
ニ
小
乗
ニ
ハ
五
位
七
十
五
法
、
大
乗
ニ
ハ
/
百
法
ヲ
立
テ
テ
、
有
為
無
為
、
色
心
内
外
等
ノ
事
理
ノ
諸
法
/
ヲ
明
瞭
ニ
ス
ル
所
ナ
リ
、
是
ニ



付
、
仏
教
ノ
中
、
信
ニ
二
種
ヲ
/
分
ッ
、

一
ニ
信
解
ノ
信
、
是
レ
ハ
明
ニ
真
理
ヲ
シ
テ
心
ニ
/
疑
慮
ナ
キ
ヲ
云
フ
、
ニ
ニ
深
信
ノ
信
、
是
レ
ハ

長
者
ノ
言
ヲ
/
信
ス
ル
カ
知
シ
献
耳
打
畑
、
此
深
信
ノ
信
ノ
如
キ
ハ
、
自
ラ
理
ヲ
/

(
十
五
丁
ウ
ラ
)

究
メ
ス
ト
難
モ
、
他
ノ
識
者
ノ
言
ニ
ツ
イ
テ
之
ヲ
信
ス
ル
カ
故
ニ
、
其
本
/
源
ヨ
リ
言
へ
ハ
是
亦
学
術
究
理
ノ
結
果
ナ
リ
、
/

第
十
一

仏
教
宗
派

凡
ソ
仏
教
ノ
宗
派
ノ
分
レ
タ
ル
所
以
ハ
、

一
途
ノ
仏
説
ヲ
凡
人
ノ
/
誤
解
セ
シ
ヨ
リ
生
セ
シ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
随
器
開
道
授
与
教
法
/
ニ
シ
テ
、

固
ヨ
リ
一
仏
ノ
説
法
ノ
上
ニ
差
別
ア
リ
、
故
ニ
諸
教
ノ
中
/
各
自
ノ
有
縁
ノ
法
ヲ
根
拠
ト
シ
テ
開
宗
ス
ル
カ
故
ニ
、
義
ト
シ
テ
/
宗
派
ノ
別
ヲ

生
セ
サ
ル
ヲ
エ
サ
ル
ナ
リ
、
是
ヲ
以
テ
印
度
ニ
/
於
テ
ハ
小
乗
ハ
二
十
部
ト
分
レ
、
大
乗
ハ
稔
伽
中
論
ノ
二
/
宗
ト
分
レ
タ
ル
ノ
ミ
(
稔
伽
ハ

法
相
、
中
論
ハ
三
論
)
支
那
ニ
於
テ
ハ
十
三
宗
ト
/

(
十
六
丁
オ
モ
テ
)

分
レ
、
日
本
ニ
来
リ
テ
ハ
聖
武
帝
ノ
御
字
、
倶
舎
成
実
律
/
法
相
三
論
天
台
華
厳
真
言
ノ
八
宗
ヲ
弘
通
シ
、
/
其
後
榔
浄
土
ノ
二
宗
ヲ
弘
通
セ

リ
、
之
ヲ
八
宗
十
宗
ト
/
云
フ
、
然
ル
ニ
古
今
ニ
亘
リ
法
運
ノ
通
塞
ア
リ
存
亡
/
興
廃
一
准
ナ
ラ
ス
、
前
ノ
十
宗
ト
現
時
流
布
ノ
宗
教
ト
/
比

較
ス
ル
ニ
増
減
ア
リ
、
即
チ
十
宗
中
、
現
存
セ
ル
モ
ノ
ハ
法
/
相
天
台
真
言
禅
浄
土
門
ノ
五
宗
ノ
ミ
、
後
ニ
増
セ
ル
モ
ノ
ハ
/
日
蓮
ト
時
宗
ト

融
通
念
仏
宗
ト
ナ
リ
、
然
ル
ニ
現
今
ハ
/
禅
宗
ノ
総
名
ヲ
称
へ
ス
、
直
チ
ニ
臨
済
曹
洞
黄
葉
ノ
三
宗
/
ト
ス
、
亦
浄
土
宗
ト
真
宗
ト
ヲ
別
ニ
セ

リ
、
是
ヲ
以
テ
明
治
/

(
十
六
丁
ウ
ラ
)

十
六
年
ノ
調
ニ
ヨ
ル
ニ
、
天
台
、
真
言
、
浄
土
、
臨
済
、
曹
洞
、
黄
/
葉
、
真
宗
、
日
蓮
、
時
宗
、
融
通
念
仏
宗
、
法
相
ノ
十
一
/
宗
ナ
リ
、

此
中
、
天
台
宗
ノ
下
ニ
寺
門
、
真
盛
ノ
両
/
派
ア
リ
、
真
言
宗
ノ
下
ニ
古
義
、
新
義
ノ
両
派
ア
リ
、
/
浄
土
宗
ノ
下
ニ
鎮
西
、
西
山
ノ
二
派
ア
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リ
、
臨
済
ノ
下
ニ
/
天
龍
寺
、
相
国
寺
、
建
仁
寺
、
南
禅
寺
、
東
福
寺
、
建
長
/
寺
、
円
覚
寺
、
妙
心
寺
、
大
徳
寺
、
永
源
寺
、
法
燈
ノ
/
十

1う2

一
派
ア
リ
、
真
宗
ノ
下
ニ
本
願
寺
派
、
大
谷
派
、
木
辺
、
三
/
門
徒
、
専
修
寺
派
、
輿
正
寺
派
、
仏
光
寺
派
、
出
雲
路
派
、
/
山
元
派
、
誠
照

寺
ノ
十
派
ア
リ
、
日
蓮
宗
ノ
下
ニ
/

(
十
七
丁
オ
モ
テ
)

妙
満
寺
、
八
兄
、
本
成
寺
、
本
隆
寺
、
輿
門
、
不
受
不
施
ノ
六
/
派
ア
リ
、
以
上
十
一
宗
三
十
三
派
ナ
リ
、
/

第
十
三

倶
舎
大
綱

倶
舎
ト
ハ
世
親
論
主
ノ
著
ハ
ス
所
ノ
論
名
ニ
シ
テ
、
具
サ
ニ
ハ
/
阿
毘
達
摩
倶
舎
ト
云
フ
、
阿
毘
達
摩
倶
舎
ヲ
訳
シ
テ
/
対
法
蔵
ト
云
フ
、
対

法
ト
ハ
無
漏
ノ
智
慧
ヲ
以
テ
四
諦
/
ノ
理
ヲ
対
観
シ
、
浬
繋
ノ
果
ニ
対
向
ス
ル
意
ナ
リ
、
蔵
/
ト
ハ
此
倶
舎
論
ノ
中
ニ
ハ
発
智
論
等
ノ
義
理
ヲ

包
/
含
シ
彼
ヲ
所
依
ト
ス
ル
カ
故
ニ
蔵
ト
云
フ
ナ
リ
、
此
論
ハ
小
/
乗
二
十
部
ノ
中
有
部
ノ
論
ニ
シ
テ
、

一
部
九
品
三
/

(
十
七
丁
ウ
ラ
)

十
巻
ハ
諸
法
無
我
ノ
理
ヲ
明
ス
ヲ
以
テ
大
意
ト
ス
、
別
/
シ
テ
云
ハ
ハ
、
前
八
品
ハ
有
漏
無
漏
ノ
諸
法
ヲ
明
ス
、
第
九
/
ノ
破
我
品
ハ
無
我
ノ

真
理
ヲ
明
ス
、
是
レ
仏
教
ノ
初
/
門
ニ
シ
テ
三
世
実
有
法
体
恒
有
ト
立
ッ
、
而
ル
ニ
倶
/
舎
ハ
有
部
ノ
法
義
ヲ
本
ト
シ
テ
明
カ
セ
ト
モ
、
或
ハ

経
/
部
ノ
義
ニ
伴
フ
コ
ト
ア
リ
、
実
ヲ
云
ハ
ハ
世
親
ノ
本
/
意
ハ
、
偏
党
ノ
情
ヲ
離
レ
、
理
ヲ
長
ス
ル
ニ
従
フ
意
/
ナ
リ
、
此
倶
舎
論
ヲ
本
拠

ト
シ
テ
修
/
学
ス
ル
ヲ
倶
舎
宗
ト
云
フ
ナ
リ
、
/

(
十
八
丁
オ
モ
テ
)

第
十
四

有
漏
無
漏

漏
ト
ハ
煩
悩
ノ
異
名
ナ
リ
、
煩
悩
ト
ハ
有
情
ノ
身
心
ヲ
/
擾
乱
ス
ル
ニ
名
ク
、
此
煩
悩
ヲ
漏
ト
名
ク
ル
ハ
、
漏
ハ
漏
世
ノ
/
義
又
ハ
随
増
ノ
義

也
、
漏
准
ト
ハ
眼
耳
鼻
舌
身
/
意
ノ
六
根
門
ヨ
リ
貧
膜
等
ノ
煩
悩
ノ
過
ヲ
/
漏
ス
カ
故
也
、

又
随
増
ノ
義
ト
ハ
、
煩
悩
ヲ
縁
ト
シ
テ
身
/
口



(
言
?
)
ノ
悪
業
ヲ
増
上
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、
此
煩
悩
ヲ
有
ス
ル
/
ヲ
有
漏
ト
名
ク
、
無
漏
ト
ハ
之
ニ
反
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
/

第
十
五

四
諦
名
義

四
諦
ト
ハ
苦
集
減
道
ナ
リ
、
苦
集
ハ
有
漏
ノ
因
果
、
/

(
十
八
丁
ウ
ラ
)

減
道
ハ
無
漏
ノ
因
果
也
、
苦
ト
ハ
逼
悩
ノ
義
ニ
シ
テ
生
/
死
ノ
苦
果
ナ
リ
、
集
ト
ハ
招
集
ノ
義
ニ
シ
テ
苦
果
ノ
/
因
ナ
リ
、
其
体
煩
悩
ト
業
ト

ナ
リ
、
減
ト
ハ
減
無
ノ
義
ニ
シ
テ
/
有
余
無
余
ノ
浬
繋
ナ
リ
、
是
レ
無
漏
ノ
智
カ
ヲ
以
テ
/
苦
集
ノ
因
果
ヲ
滅
無
シ
テ
得
ル
処
ノ
果
ナ
リ
、
/

道
ト
ハ
能
通
ノ
義
ニ
シ
テ
、
其
体
三
学
ヲ
始
メ
ト
シ
テ
三
十
七
/
科
ノ
道
品
ナ
リ
、
是
レ
集
諦
ノ
因
ニ
ヨ
リ
テ
背
諦
/
ノ
果
ヲ
招
キ
、
道
体
ノ

因
ニ
ヨ
リ
テ
滅
体
ノ
果
ヲ
証
ス
ル
/
ト
云
フ
カ
迷
悟
(
?
)
因
果
ノ
相
ニ
シ
テ
、
是
レ
声
聞
ノ
観
/
ス
ル
理
ナ
リ
、
此
四
諦
ノ
理
へ
有
漏
無
漏

共
三
別
/

(
十
九
丁
オ
モ
テ
)

果
依
因
ナ
ル
ハ
如
何
ト
云
フ
ニ
、
是
レ
ハ
観
門
ノ
次
第
ニ
約
/
ス
、
其
故
ハ
修
行
者
、
始
メ
ニ
生
死
ノ
背
起
ス
、
是
レ
苦
諦
ナ
リ
、
次
ニ
/
此

苦
ハ
何
ヲ
以
テ
因
ト
ス
ト
観
ス
、
苦
ノ
因
ハ
集
諦
ナ
リ
、
/
次
ニ
此
苦
ハ
何
ヲ
以
テ
減
ス
ヘ
キ
ヤ
ト
観
ス
、
是
レ
滅
諦
ナ
リ
、
/
次
ニ
苦
減
ノ

因
ヲ
観
ス
、
是
レ
道
諦
ナ
リ
、
除
ヲ
/
ア
ケ
テ
病
ヲ
見
終
リ
テ
、
次
ニ
病
ノ
因
ヲ
尋
ネ
、
続
テ
/
病
ノ
癒
ン
コ
ト
ヲ
求
メ
テ
良
薬
ヲ
求
ム
ル
カ

如
シ
ト
ア
リ
、
/
又
此
四
ヲ
各
諦
ト
名
ク
ル
ハ
審
(
真
カ
)
実
不
虚
ノ
義
ナ
リ
/

第
十
六

三
世
次
第

凡
ソ
三
世
ノ
次
第
ニ
一
一
種
ア
リ
、

一
ニ
善
悪
業
感
ノ
次
第
、
此
時
ハ
過
/

(
十
九
丁
ウ
ラ
)

現
未
ト
次
第
ス
、
其
故
ハ
過
去
業
ニ
ヨ
リ
テ
現
在
ノ
果
ヲ
/
感
ジ
、
現
在
ノ
業
ニ
ヨ
リ
テ
未
来
ノ
果
ヲ
感
ス
ル
ナ
リ
、
一
一
ニ
法
ノ
相
/
生
起
ノ
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次
第
、
是
ノ
時
ハ
未
現
果
ノ
次
第
ナ
リ
、
其
故
ハ
一
切
/
ノ
有
為
法
ハ
未
タ
生
起
ノ
因
縁
熟
セ
サ
ル
間
ハ
、
未
来
ニ
/
雑
乱
シ
テ
住
セ
リ
、
中

1う4

ニ
於
テ
因
縁
和
合
ス
ル
法
ハ
未
/
来
雑
乱
住
ヨ
リ
現
在
ニ
出
テ
テ
作
用
ヲ
起
シ
、
現
/
在
ニ
於
テ
作
用
終
ル
ハ
過
去
ニ
溶
謝
ス
ル
ナ
リ
、
此
二

種
/
ノ
中
、
三
世
実
有
ト
立
ヅ
ル
三
世
ハ
後
義
ニ
当
ル
ナ
リ
/

第
十
七

法
体
恒
有

小
乗
二
十
部
ノ
中
、
有
部
ニ
於
テ
ハ
三
世
実
有
法
/

(二

O
丁
オ
モ
テ
)

体
恒
有
ト
立
ツ
ル

時
無
別
体
依
法
而
立
ト
云
フ
テ
/
三
世
ニ
別
体
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
三
世
ニ
ワ
タ
リ
テ
遷
流
ス
ル
法
体
ハ
/
恒
ニ
実
有
ナ
リ

ト
云
フ
、
此
三
世
ニ
ワ
タ
リ
テ
法
体
恒
有
ナ
ル
/
由
ヲ
明
ス
ニ
婆
裟
論
ニ
四
説
ア
リ
、

一
ニ
法
救
ノ
説
ハ
、
類
/
ノ
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
三
世
ノ
異
ヲ
立
ツ
ル
、
有
為
法
ノ
未
来
ヨ
リ
/
現
在
ニ
流
至
ス
ル
ト
キ
ハ
、
未
来
ノ
類
ヲ
ス
テ
テ

現
在
ノ
類
ヲ
/
得
ル
、
亦
現
在
ヨ
リ
過
去
ニ
流
至
ス
ル
ト
キ
ニ
ハ
、
現
在
ノ
類
ヲ
/
ス
テ
テ
過
去
ノ
類
ヲ
ウ
ル
、
是
レ
時
類
ノ
得
捨
ニ
シ
テ
/

体
ノ
得
捨
ニ
ア
ラ
ス
、
故
ニ
類
ニ
約
セ
ハ
三
世
ノ
異
ハ
ア
レ
ト
モ
/
体
ニ
約
セ
ハ
実
有
ナ
リ
ト
立
ツ
ル
、

一
一
ニ
妙
音
ノ
説
ハ
/

(二

O
丁
ウ
ラ
)

相
ノ
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
三
世
ノ
臭
ヲ
立
ツ
ル
、
是
レ
ハ
コ
一
世
ノ
別
相
/
ヲ
立
テ
テ
、
有
為
法
ノ
過
去
ニ
ア
ル
ト
キ
ハ
正
ク
過
去
ノ
相
/
ト
合
ス
ル

カ
故
ニ
過
去
ノ
法
ト
名
ク
レ
ト
モ
、
現
未
ノ
相
ヲ
/
離
レ
ズ
、
現
在
未
来
准
シ
テ
知
ル
ヘ
シ
、
其
正
ク
合
ス
ル
相
ニ
ハ
/
三
世
ノ
不
同
ア
レ
ト

モ
、
法
体
ハ
恒
有
ナ
リ
ト
立
ツ
ル
、

三
ニ
/
世
友
ノ
説
ハ
、
位
ノ
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
三
世
ノ
異
ヲ
立
ツ
ル
、
/
有
為
法
ノ
未
作
用
時
ヲ
未
来
ト
云
ヒ
、
正
作
用
ノ
位
ヲ
/
現
在
ト
云
ヒ
、

作
用
謝
ス
ル
時
ヲ
過
去
ト
名
ク
ル
、
是
レ
/
時
位
ニ
約
セ
ハ
一
二
世
ノ
不
同
ナ
レ
ト
モ
法
体
ハ
恒
有
ナ
リ
ト
/
立
ツ
ル
、



四
ニ
覚
天
ノ
説
ハ
、
待
ノ
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
三
世
ノ
/

(
二
十
一
丁
オ
モ
テ
)

異
ヲ
立
ツ
ル
、
待
ト
ハ
観
対
ノ
義
ニ
テ
、
前
ヲ
後
ニ
望
メ
/
テ
過
去
ト
名
ヶ
、
後
ヲ
前
ニ
望
メ
テ
未
来
ト
云
ヒ
、
前
後
/
ニ
望
メ
テ
過
去
ト
云

ヒ
、
中
間
ヲ
現
在
ト
云
フ
、
是
レ
観
/
体
不
同
ニ
ヨ
リ
テ
三
世
ノ
不
同
ア
レ
ト
モ
、
法
体
ハ
恒
有
ナ
リ
ト
/
立
ツ
ル
、
以
上
四
説
ノ
中
ニ
テ
ハ
、

世
友
ノ
義
ヲ
善
説
/
ト
ス
、
前
後
ノ
説
ハ
何
レ
モ
過
失
ア
リ
、
因
ニ
云
ク
、
小
乗
/
二
十
部
中
、
経
部
ニ
於
テ
ハ
現
在
有
体
過
未
無
体
ト
/
立

ツ
ル
、
此
経
部
ニ
テ
ハ
本
無
今
有
有
己
還
無
ト
云
フ
ナ
リ
、
/
然
ル
ニ
過
去
無
体
ト
云
へ
ハ
ト
テ
、
三
世
ニ
ワ
タ
リ
テ
善
悪
/
業
感
ノ
義
ナ
シ

ト
云
フ
義
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
唯
諸
法
ノ
体
カ
/

(
二
十
一
丁
ウ
ラ
)

過
去
未
来
ニ
実
有
ト
嫌
フ
ノ
ミ
ナ
リ
/
四
大
ヲ
分
解
ス
レ
ハ
極
微
ト
ナ
ル
、
/

第
十
八

有
為
無
為

凡
ソ
一
切
万
法
ヲ
大
別
ス
レ
ハ
二
種
ア
リ
、

一
ニ
有
為
法
、
二
ニ
無
為
法
ナ
リ
/
一
ニ
有
為
法
ト
ハ
、
為
作
造
作
ヲ
有
ス
ル
法
ナ
リ
、
是
レ
即

チ
因
縁
/
合
成
ノ
法
ナ
リ
、
是
ニ
於
テ
諸
法
縁
起
ノ
理
ヲ
知
ル
ヘ
シ
、
中
論
/
ニ
ハ
以
此
因
縁
万
物
得
生
ト
ア
リ
、
倶
舎
ニ
ハ
有
因
縁
合
諸
法

/
即
生
ト
ア
リ
、
因
縁
ト
ハ
、

一
ニ
因
縁
、
是
レ
ハ
親
ク
有
為
諸
法
/
ヲ
生
ス
ル
因
ナ
リ
、
一
一
ニ
等
無
間
縁
、
是
ハ
心
々
所
ノ
生
ス
ル
時
/
ニ

前
念
ノ
心
々
所
カ
減
シ
テ
後
念
ノ
心
々
所
ノ
為
ニ
縁
/

(
二
十
二
丁
オ
モ
テ
)

ト
ナ
ル
ナ
リ
、
三
ニ
所
縁
々
、
是
レ
ハ
色
等
ノ
所
縁
ノ
境
ハ
能
/
縁
ノ
心
ノ
縁
ト
ナ
ル
ナ
リ
、
四
ニ
増
上
縁
ト
ハ
親
因
縁
ノ
有
ル
/
上
ニ
外
ヨ

リ
助
ク
ル
縁
ナ
リ
、
是
ノ
因
縁
中
、
等
無
間
縁
ト
所
/
縁
々
ハ
心
法
ノ
生
ス
ル
ニ
限
リ
、
因
縁
ト
増
上
縁
ト
ハ
色
心
等
/
ノ
諸
法
生
ス
ル
ニ
通

1うう 井上円了『八宗綱要ノート』の思想史的意畿



ス
ル
ナ
リ
、
故
ニ
草
木
等
ノ
生
ス
ル
ニ
ハ
因
縁
/
増
上
ノ
二
縁
ニ
ヨ
リ
、
心
法
ノ
生
ス
ル
ニ
ハ
倶
ニ
因
縁
ニ
ヨ
ル
ナ
リ
、
/
是
ノ
四
縁
ニ
由
リ

156 

テ
生
ス
ル
法
ヲ
有
為
法
ト
云
フ
ナ
リ
、
一
一
ニ
無
/
為
法
ト
ハ
前
ニ
反
シ
テ
因
縁
造
作
ヲ
借
ラ
ス
本
来
自
有
/
ニ
シ
テ
不
生
不
滅
ナ
ル
ニ
ヨ
レ
ル

即
チ
空
虚
及
ヒ
真
理
ノ
知
キ
/
是
レ
ナ
リ
、
/

(
二
十
二
丁
ウ
ラ
)

第
十
九

諸
法
相
摂

凡
ソ
一
切
諸
法
ハ
無
量
ナ
リ
ト
雄
モ
、
倶
舎
ニ
於
テ
ハ
之
ヲ
相
掻
ス
ル
ニ
/
五
位
七
十
五
法
ヲ
以
テ
セ
リ
、
五
位
ト
ハ
、

一
ニ
色
法
、
是
レ
ハ

眼
ニ
見
ル
処
ノ
/
青
黄
等
ノ
色
ノ
ミ
ヲ
云
フ
ニ
ア
ラ
ス
、
総
テ
変
磯
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ヲ
色
ト
/
名
ク
、
変
磯
ト
ハ
、
変
磯
ト
障
壊
ト
ノ
二
義
ア

リ
、
是
ニ
有
見
有
/
対
色
、
無
見
無
対
色
等
ノ
別
ア
リ
、
一
一
ニ
心
法
、
是
ノ
心
ヲ
、
或
ハ
意
ト
モ
/
識
ト
モ
名
ク
、
心
ト
ハ
集
起
ノ
義
ニ
テ
、

自
説
意
ノ
三
業
事
ヲ
/
集
メ
起
ス
ニ
名
ク
、
意
ト
ハ
思
量
ノ
義
、
事
理
ノ
諸
法
ヲ
思
/
慮
量
度
ス
ル
ニ
名
ク
、
識
ト
ハ
了
別
ノ
義
、
色
声
等
ニ

於
テ
/
明
了
ニ
識
別
ス
ル
ニ
名
ク
、
三
ニ
心
所
法
、
是
レ
ハ
心
法
ノ
助
伴
/

(
二
十
三
丁
オ
モ
テ
)

ニ
シ
テ
、
前
ノ
心
法
ノ
所
有
ノ
法
ナ
リ
、
王
末
従
臣
ト
云
フ
カ
如
ク
、
/
心
王
ノ
起
ル
時
ハ
必
ス
同
時
ニ
相
応
シ
テ
起
ル
者
ヲ
心
所
法
ト
云
フ

ナ
リ
、
/
四
ニ
不
相
応
法
、
是
レ
ハ
其
体
心
所
ニ
非
レ
ハ
、
心
ト
相
応
セ
ス
、

又
法
ニ
モ
/
ア
ラ
ス
無
為
法
ニ
モ
ア
ラ
ス
シ
テ
、
別
体
ア
ル
モ

ノ
ト
ス
ル
ナ
リ
、
五
ニ
/
無
為
法
、
是
レ
ハ
本
来
本
有
ニ
シ
テ
不
生
不
滅
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
以
上
五
位
ヲ
/
開
ケ
ハ
、
色
法
ニ
十
一
、
心
法
ニ

唯
一
、
心
所
ニ
四
十
六
、
不
相
応
ニ
十
四
、
無
為
ニ
三
、
合
シ
テ
/
七
十
五
法
ト
ナ
ル
、
是
ノ
七
十
五
ノ
中
、
前
ノ
七
十
二
位
ハ
有
為
法
ヲ
掻

シ
、
後
ノ
一
二
ニ
ハ
無
為
/
法
ヲ
掻
ス
、
故
ニ
一
切
法
、
是
ノ
五
位
七
十
五
法
ノ
掻
尽
セ
サ
ル
ハ
ナ
キ
ナ
リ
、
/

第
二
十

五
位
諸
法

五
位
ノ
諸
法
ノ
中
、
第
一
ノ
色
法
ニ
十
一
種
ノ
別
ア
リ
、
五
根
ト
五
境
/
ト
無
表
色
ト
ナ
リ
、
五
根
ト
ハ
眼
耳
鼻
舌
身
ナ
リ
、
五
境
ト
ハ
/



(
二
十
三
丁
ウ
ラ
)

色
声
香
味
触
ナ
リ
、
此
五
恨
五
境
無
表
色
ノ
十
一
ハ
地
水
/
火
風
ノ
四
大
所
造
ニ
シ
テ
、
五
根
五
境
ハ
其
体
極
微
ノ
衆
成
セ
/
ル
モ
ノ
ナ
リ
、

無
表
色
ハ
極
微
ノ
所
成
ニ
ア
ラ
ス
、
此
五
根
ハ
五
/
識
ノ
所
依
ニ
シ
テ
、
五
境
ハ
五
識
ノ
所
縁
ノ
境
ナ
リ
、
根
境
識
/
和
合
ト
云
フ
コ
ト
ア
リ

テ
、
五
識
ハ
五
根
ニ
ヨ
リ
テ
五
境
ヲ
瞭
/
別
ス
ル
ニ
、
此
五
根
ニ
ハ
扶
根
勝
義
根
ノ
別
ア
リ
、
五
境
ノ
一
々
ニ
モ
/
種
々
ノ
別
ア
リ
、
次
ニ
無

表
色
ト
ハ
、
略
シ
テ
云
ハ
善
悪
ノ
二
種
ア
/
リ
、
是
レ
ハ
善
悪
業
ヲ
作
レ
ハ
未
来
善
悪
ノ
果
ヲ
招
ク
コ
ト
/
定
リ
テ
心
内
ニ
領
納
シ
相
続
ス
ル

モ
ノ
ナ
リ
、
之
ヲ
無
表
ト
名
/
ク
ル
ハ
身
後
ニ
発
動
セ
ズ
、
他
ニ
表
示
ス
ル
コ
ト
能
ハ
サ
ル
カ
故
/

(
二
十
四
丁
オ
モ
テ
)

ナ
リ
、
第
二
ノ
心
法
ニ
六
種
ノ
別
ア
リ
、
之
ヲ
眼
耳
鼻
舌
身
意
/
ノ
六
識
ト
云
フ
、
此
中
前
五
識
ハ
色
等
ノ
五
境
ヲ
瞭
別
シ
、
/
意
識
ハ
一
切

法
ヲ
瞭
別
ス
、
是
ニ
ツ
キ
自
性
分
別
、
解
釈
分
別
、
/
随
念
分
別
ノ
三
種
ア
リ
、
此
中
、
前
五
識
ニ
ハ
自
性
分
別
ノ
ミ
/
ア
リ
、
意
識
ニ
ハ
ゴ
一

分
別
ヲ
具
ス
ル
ナ
リ
、
第
三
ノ
心
所
法
ニ
/
四
十
六
種
ノ
別
ア
リ
、
此
四
十
六
ヲ
分
チ
テ
六
位
ト
ス
、
凡
ソ
六
識
/
心
王
ノ
起
ル
ト
キ
、
善
ト

悪
ト
無
記
ノ
三
性
ア
リ
、
故
ニ
相
応
シ
テ
起
/
ル
所
ノ
心
所
ニ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
差
別
ア
リ
、
故
ニ
六
位
中
第
一
ノ
大
地
法
ト
ハ
、
/
総
シ
テ
善
悪

無
記
ノ
三
性
ノ
心
ニ
周
遍
シ
テ
起
ル
心
所
ナ
リ
、
/
第
二
ノ
大
善
地
法
ト
ハ
、
唯
善
心
ノ
起
ル
時
ノ
ミ
ニ
相
応
ス
、
第
三
ノ
/

(
二
十
四
丁
ウ
ラ
)

大
煩
悩
地
法
ト
ハ
、
唯
染
心
ニ
ノ
ミ
相
応
ス
ル
、
第
四
ノ
大
不
善
/
地
法
ト
ハ
唯
悪
心
ノ
ミ
ニ
相
応
ス
、
第
五
ノ
小
煩
悩
地
法
ト
ハ
/
一
切
ノ

染
汚
心
ト
相
応
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
小
分
ノ
染
心
ト
相
応
ス
、
/
第
六
ノ
不
定
地
法
ト
ハ
、
前
ノ
五
地
ニ
ア
ラ
ス
、
善
悪
等
ノ
心
ノ
/
起
ル
中
ニ

不
応
ル
コ
ト
不
定
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
第
四
ノ
不
相
応
法
/
ニ
不
四
種
ノ
別
ア
リ
、
得
ト
非
得
ト
同
分
等
ナ
リ
、
第
五
ノ
無
/
為
法
ニ
三
種
ノ
別

ア
リ
、
択
減
ト
非
択
減
ト
虚
空
ト
ナ
リ
、
/
委
ク
ハ
倶
舎
論
等
ニ
出
ツ
ル
、
近
ク
ハ
法
宗
原
及
ヒ
七
十
五
法
/
名
目
ニ
ツ
イ
テ
知
ル
へ
シ
、
/

lう7井上円了『八宗綱要ノ ト』の思想史的意書



(
二
十
五
丁
オ
モ
テ
)

1う8

第
二
十
一

三
乗
因
果

三
乗
ト
ハ
声
聞
縁
覚
菩
薩
ナ
リ
、
声
聞
ト
ハ
仏
説
ノ
法
/
ノ
声
ヲ
閲
キ
テ
修
行
シ
テ
悟
ル
者
ナ
リ
、
縁
覚
ト
ハ
十
二
因
/
縁
ヲ
観
シ
テ
悟
ル
者

ナ
リ
、
菩
薩
ト
ハ
具
ニ
ハ
菩
提
薩
/
唾
ト
云
フ
、
此
ニ
覚
有
情
ト
訳
ス
、
仏
果
菩
提
ヲ
求
ム
ル
人
/
也
、
此
三
乗
ニ
因
果
ア
リ
、
声
聞
ハ
四
諦

ノ
理
ヲ
観
ス
ル
ヲ
/
因
ト
シ
テ
阿
羅
漢
ノ
果
ヲ
得
ル
、
阿
羅
漢
ト
ハ
殺
賊
不
生
/
応
供
ト
訳
ス
、
縁
覚
ハ
十
二
因
縁
ヲ
観
ス
ル
ヲ
因
ト
シ
テ
/

勝
支
仏
ノ
果
ヲ
得
ル
、
僻
支
仏
ト
ハ
縁
覚
ト
訳
ス
、
菩
/
薩
ハ
六
度
ノ
行
ヲ
修
ス
ル
ヲ
因
ト
シ
テ
、
仏
陀
ノ
果
ヲ
ウ
ル
、
/

(
二
十
五
丁
ウ
ラ
)

仏
陀
ト
ハ
党
者
ト
訳
ス
、
真
理
ヲ
覚
口
口
ニ
名
ク
、
/
此
中
四
諦
ノ
事
ハ
前
ノ
如
シ
、
十
二
因
縁
ト
ハ
生
死
ノ
因
/
果
ナ
リ
、
十
二
ト
ハ
無
明
、

行
、
識
、
名
色
、
六
処
、
触
、
受
、
愛
/
取
、
有
、
生
、
老
死
ナ
リ
、
此
中
、
次
ノ
如
ク
過
去
ノ
二
園
、
現
/
在
ノ
五
果
、
現
在
ノ
三
因
、
未

来
ノ
二
果
ト
分
ツ
、
之
ヲ
三
世
/
両
重
ノ
因
果
ト
云
フ
ナ
リ
、
次
ニ
六
度
ノ
行
ト
ハ
、
布
施
、
持
戒
/
忍
辱
、
精
進
、
禅
定
、
智
慧
ナ
リ
、
/

第
二
十
二

生
空
法
空

此
生
空
法
空
ト
ハ
、
或
ハ
心
空
法
空
ト
モ
云
フ
、
凡
ソ
生
死
/
流
転
ノ
根
源
ハ
、

一
切
有
情
、
生
法
二
執
ヲ
起
コ
ス
ニ
ア
リ
、
/

(
二
十
六
丁
オ
モ
テ
)

上
ノ
諸
法
無
我
印
ノ
下
ニ
テ
略
シ
テ
弁
セ
シ
知
ク
、
/
有
情
ト
ハ
、
色
受
想
行
識
ノ
五
趨
ノ
積
衆
セ
ル
上
ニ
見
/
閲
覚
知
ノ
作
用
ヲ
為
ス
ノ

ミ
、
然
ニ
実
ニ
五
組
ノ
法
/
体
ア
リ
、
我
ノ
用
ア
リ
ト
執
ス
、
木
骨
鬼
形
ノ
陣
営
ノ
如
シ
、
然
/
ニ
生
空
観
ヲ
修
シ
、
生
空
智
ヲ
起
シ
テ
五
趨
ノ

体
ニ
/
迷
フ
所
ノ
諸
執
ヲ
対
治
シ
、
此
二
空
智
ヲ
得
レ
ハ
、
真
理
ア
証
/
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
、
二
執
ト
ハ
雲
ノ
如
ク
、
真
理
ハ
月
ノ
如
ク
、
二

空
/
ハ
風
ノ
知
シ
、
此
二
空
ヲ
断
ス
ル
ハ
、
次
ノ
成
実
ト
法
相
ト
ナ
リ
、
/
此
倶
舎
ニ
テ
ハ
、
生
空
ノ
ミ
ヲ
明
シ
テ
法
空
ヲ
論
セ
ス
、
知
/
慧

浅
キ
カ
故
也
、
故
ニ
我
空
法
有
ト
立
テ
ミ
五
趨
ノ
法
体
/



(
二
十
六
丁
ウ
ラ
)

ハ
ア
レ
ト
モ
五
趨
中
ニ
実
我
ト
云
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
シ
ト
云
フ
、
歌
ニ
/
引
よ
せ
て
結
へ
ハ
柴
ノ
庵
か
な
、
解
ケ
レ
ハ
元
ノ
野
原
/
な
り
け
り
/

第
二
十
三

成
実
大
意

ト
フ
、
倶
舎
モ
此
成
実
モ
共
ニ
小
乗
ナ
レ
ト
モ
、
其
差
別
ス
ル
所
ハ
/
上
ハ
有
門
、
是
ハ
空
門
ナ
リ
、
故
ニ
ト
フ
、
倶
舎
ハ
単
ニ
人
空
ヲ
/
明

シ
、
今
此
宗
ニ
ハ
具
ニ
人
法
二
空
ヲ
明
ス
、
則
チ
五
議
ノ
/
体
事
ニ
迷
フ
所
ノ
人
法
二
執
ヲ
破
ス
ル
ニ
付
二
空
観
ヲ
/
立
テ
テ
、
以
テ
無
我
ノ

真
理
ア
証
ス
ル
ナ
リ
、
之
ヲ
成
実
ト
/
名
ク
ル
所
以
ハ
、
阿
含
経
等
ノ
三
蔵
ノ
中
実
義
ヲ
成
/

(
二
十
七
丁
オ
モ
テ
)

ス
ル
ト
云
フ
ナ
リ
、
三
蔵
ノ
中
ノ
実
義
ト
ハ
、

四
諦
真
実
/
ノ
義
理
ナ
リ
、
其
真
実
ノ
義
理
ト
ハ
、
人
法
二
空
ノ
/
理
ナ
リ
、
然
ニ
成
実
ニ
於

テ
ハ
、
二
空
ヲ
論
ス
ル
コ
ト
ハ
次
ノ
法
相
/
大
乗
ト
同
シ
ケ
レ
ト
モ
、
其
差
別
ア
リ
、
成
実
ノ
空
ハ
但
空
ニ
シ
テ
/
空
ノ
一
辺
ヲ
執
ス
、
大
乗

ノ
空
ハ
空
ニ
即
シ
テ
不
空
ヲ
論
ス
/
ル
等
ノ
差
別
ア
リ
、
/

第
二
十
四

二
執
二
障

二
執
ト
ハ
人
法
二
執
ナ
リ
、
一
一
障
ト
ハ
煩
悩
所
知
ノ
二
障
也
、
/
五
組
ノ
用
ニ
迷
へ
ハ
、
人
執
ヲ
本
ト
シ
テ
煩
悩
障
ヲ
起
シ
/
五
経
ノ
体
ニ
迷

へ
ハ
、
生
執
ヲ
本
ト
シ
テ
所
知
障
ヲ
起
ス
、
/

(
二
十
七
丁
ウ
ラ
)

此
二
障
ノ
中
、
小
乗
ニ
テ
ハ
煩
悩
障
ヲ
染
汚
無
為
ト
云
フ
、
/
則
チ
無
明
ヲ
体
ト
ス
、
所
知
障
ヲ
不
染
汚
無
為
ト
云
フ
、
即
チ
/
劣
慧
ヲ
体
ト

ス
、
其
煩
悩
障
ノ
中
、
見
思
ノ
二
惑
ハ
/
見
惑
ト
ハ
、
人
見
所
断
ノ
惑
ニ
シ
テ
見
道
ノ
無
漏
智
ヲ
/
以
テ
断
ス
ル
惑
ナ
ル
カ
故
也
、
見
ト
ハ
無

漏
智
ヲ
サ
ス
、
思
惑
/
ト
ハ
思
所
断
ノ
惑
ニ
テ
、
修
道
ニ
於
テ
数
々
無
漏
智
/
ヲ
起
シ
、
思
惟
シ
テ
断
ス
ル
惑
ナ
ル
カ
故
也
、
又
見
惑
ハ
迷
理

ノ
/
惑
ニ
テ
、
四
諦
ノ
理
ニ
迷
フ
テ
起
ル
行
相
箆
猛
ニ
シ
テ
邪
思
/
邪
教
邪
思
惟
ノ
三
縁
ニ
由
リ
テ
殊
更
ニ
計
度
分
別
シ
テ
/
起
ス
カ
故
ニ
、
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分
別
起
ノ
惑
ト
云
フ
、
思
惑
ト
ハ
迷
事
ノ
/
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(
二
十
八
丁
オ
モ
テ
)

惑
ニ
テ
、
色
声
等
ノ
事
相
ニ
迷
フ
テ
起
ル
ナ
リ
、
行
相
微
劣
/
ニ
テ
上
ノ
三
縁
ニ
ヨ
ラ
ス
、
任
運
ニ
起
ル
カ
故
ニ
、
倶
生
起
ノ
/
惑
ト
云
フ
ナ

リ
、
是
ニ
付
、
見
惑
頓
断
如
破
石
、
思
惑
漸
/
断
如
鶏
糸
ト
云
フ
ア
リ
、
次
ニ
所
知
障
ト
ハ
、

一
切
有
為
無
/
為
ノ
法
所
知
ノ
境
ヲ
覆
フ
テ
菩

薩
ノ
智
慧
ヲ
障
/
ヘ
テ
生
セ
ザ
ラ
シ
ム
ル
者
ナ
リ
、
此
二
執
二
障
ノ
中
、
小
乗
ニ
テ
ハ
/
人
執
ト
煩
悩
障
ヲ
断
ス
ル
ノ
ミ
¥
大
乗
ニ
テ
ハ
二
執

二
障
ヲ
/
具
ニ
断
ス
ル
ナ
リ
、
則
チ
人
空
観
ヲ
以
テ
ハ
人
執
ト
煩
/
悩
障
ヲ
断
シ
、
生
空
観
ヲ
以
テ
法
執
ト
所
知
障
ト
ヲ
/
断
ス
ル
ナ
リ
、
/

(
二
十
八
丁
ウ
ラ
)

第
二
十
五

律
宗
大
綱

律
ト
ハ
、
具
ニ
ハ
戒
律
ト
云
フ
、
戒
ト
ハ
防
非
止
悪
ノ
義
ニ
/
シ
テ
、
身
口
意
ノ
非
ヲ
防
キ
、
悪
ヲ
止
ム
ル
コ
ト
ナ
リ
、
律
ト
ハ
/
法
式
ノ
義

ニ
テ
、
開
遮
持
犯
ヲ
裁
断
ス
ル
規
則
ナ
リ
、
/
世
間
ノ
法
律
ヲ
以
テ
犯
罪
ノ
軽
重
等
ヲ
裁
判
ス
ル
カ
如
/
シ
、
此
宗
ニ
於
テ
ハ
、
戒
定
慧
ノ
三

学
中
、
戒
ヲ
以
テ
要
ト
ス
/
戒
ハ
道
基
ト
云
テ
、
仏
道
修
行
ノ
基
本
ナ
リ
、
此
戒
/
ニ
総
相
別
相
ノ
異
ア
リ
、
通
戒
別
解
脱
ノ
異
ア
リ
、
又
大

/
小
乗
ノ
不
同
ア
リ
、
智
度
論
ニ
離
殺
生
、
離
像
盗
等
/
ノ
十
義
ヲ
総
相
戒
ト
云
ヒ
、
余
ノ
無
量
戒
ヲ
別
/

(
二
十
九
丁
オ
モ
テ
)

相
戒
ト
名
ク
、

又
十
住
経
ニ
ハ
諸
悪
莫
作
、
衆
善
奉
行
、
/
自
浄
其
意
、
是
諸
仏
教
ノ
一
偏
ヲ
以
テ
巽
戒
ト
ス
、
之
モ
/
亦
通
戒
ト
モ
云
フ
、

此
外
縁
ニ
従
フ
テ
制
ス
ル
所
ノ
二
百
五
十
/
戒
等
ヲ
別
解
脱
戒
ト
云
フ
ナ
リ
、
次
ニ
党
網
経
、
稔
伽
論
/
等
ニ
説
ク
ハ
大
乗
戒
ナ
リ
、
則
チ
十

重
禁
戒
、

四
十
八
軽
戒
等
/
ノ
別
ア
レ
ト
モ
、
総
略
ス
レ
ハ
三
衆
浄
戒
ナ
リ
、
日
ク
摂
律
儀
戒
、
/
摂
善
法
戒
、
摂
衆
生
戒
ナ
リ
、
又
四
分
律

等
ニ
説
ク
ハ
/
小
乗
戒
ナ
リ
当
段
ニ
列
ス
ル
如
シ
、
今
此
戒
律
宗
ハ
、
四
分
律
ノ
/
当
相
ニ
約
ス
レ
ハ
小
乗
戒
ナ
レ
ト
モ
、
南
山
律
宗
ノ
本
意

一
約
/
ス
レ
ハ
四
分
律
ヲ
口
大
乗
ニ
通
ス
ナ
リ
ト
シ
テ
、
然
モ
大
乗
/



(
二
十
九
丁
ウ
ラ
)

戒
オ
モ
摂
ス
ル
意
ナ
リ
、
/

第
二
十
六

止
作

門

凡
ソ
戒
律
ノ
法
門
広
大
ナ
レ
ト
モ
、
之
ヲ
約
ス
レ
ハ
止
持
作
/
持
ノ
二
門
ト
ナ
ル
、
止
持
門
ト
ハ
諸
悪
莫
作
ノ
方
ニ
テ
受
/
ケ
タ
ル
所
ノ
戒
法

ヲ
持
チ
テ
身
口
等
ノ
悪
ヲ
止
ム
ル
事
/
ナ
リ
、
之
ニ
五
戒
八
戒
乃
至
五
百
戒
ノ
別
ア
レ
ト
モ
、
其
要
ヲ
取
レ
ハ
/
比
丘
ノ
二
百
五
十
戒
ト
比
丘

尼
ノ
五
百
戒
ノ
中
ニ
収
ム
ル
ナ
リ
、
/
此
二
百
五
十
戒
ヲ
分
チ
テ
八
段
ト
シ
、
或
ハ
五
篇
七
豪
ト
ス
、
次
/
ニ
作
持
門
ト
ハ
衆
善
奉
行
ノ
方
ニ

テ
、
受
ケ
タ
ル
所
ノ
/
戒
体
ニ
順
シ
テ
善
ヲ
修
ム
ル
コ
ト
ナ
リ
、
之
ニ
受
戒
、
二
ニ
説
/

(
二
一
十
丁
オ
モ
テ
)

戒
、
三
ニ
安
居
等
ノ
二
十
挺
度
ノ
別
ア
リ
、
然
レ
ハ
戒
律
ノ
/
要
ハ
止
作
二
持
ニ
テ
、
止
悪
作
益
口
ノ
外
ハ
ナ
キ
ナ
リ

第
二
十
七

化
制
二
教

南
山
律
師
、
仏
一
代
ノ
教
ヲ
判
ス
ル
ニ
化
制
二
教
ヲ
立
ツ
/
化
教
ト
ハ
正
因
正
果
ヲ
明
シ
、
邪
正
ヲ
識
遥
セ
シ
メ
テ
道
俗
/
ヲ
化
益
ス
ル
コ
ト

ナ
リ
、
制
教
ト
ハ
戒
律
ヲ
持
タ
シ
メ
テ
三
業
/
ノ
悪
ヲ
制
ス
ル
コ
ト
ナ
リ
、
此
化
制
ノ
二
教
ヲ
一
二
学
ト
一
二
蔵
ニ
/
配
ス
レ
ハ
、
化
教
ハ
経
論
ノ

所
詮
、
定
恵
ノ
法
門
ナ
リ
、
制
/
教
ハ
律
教
ノ
所
詮
、
戒
学
ノ
法
門
ナ
リ
、
/

第
二
十
八

法
体
行
相

(
三
十
丁
ウ
ラ
)

一
切
ノ
戒
律
ヲ
摂
束
シ
テ
其
要
ヲ
ア
ク
レ
ハ
、
戒
法
、
戒
体
、
/
戒
行
、
戒
相
ノ
四
科
ト
ナ
ル
、

一
ニ
戒
法
ト
ハ
、
仏
ノ
定
ム
ル
/
所
ノ
戒
律

ノ
法
ナ
リ
、
此
戒
法
ト
ハ
、

ス
ヘ
テ
有
情
非
情
等
ノ
/
万
境
ニ
通
ス
ル
、
二
ニ
戒
体
ト
ハ
、
受
戒
ノ
人
、
戒
飾
ヨ
リ
戒
ヲ
/
受
ケ
テ
発
得
シ
タ

ル
無
表
ノ
戒
体
ニ
テ
、
心
府
ニ
領
納
ス
/
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
一
二
ニ
戒
行
ト
ハ
、
受
戒
ノ
人
、
戒
法
ニ
随
順
/
シ
テ
戒
体
ヲ
護
持
シ
テ
三
業
ニ
運
動
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造
作
ス
ル
/
コ
ト
ナ
リ
、

四
ニ
戒
相
ト
ハ
、
受
戒
ノ
人
、
外
相
ニ
戒
徳
顕
ハ
レ
テ
/
戒
律
ヲ
護
持
ス
ル
行
相
ノ
他
ノ
為
ニ
規
則
ト
ナ
ル
コ
ト
/
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ナ
リ
、
/

(
三
十
一
丁
オ
モ
テ
)

第
二
十
九

法
相
大
綱

此
法
相
宗
ニ
於
テ
ハ
、
広
ク
一
切
諸
法
ノ
性
相
ヲ
決
判
シ
テ
、
/
空
有
ノ
ニ
辺
ヲ
離
レ
唯
識
中
道
ノ
真
理
ヲ
証
得
/
セ
シ
ム
ル
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
、

其
諸
法
ト
ハ
、
有
為
、
無
為
、
有
漏
、
無
漏
/
等
ノ
万
法
ニ
テ
、
之
ヲ
該
摂
ス
レ
ハ
偏
依
円
ノ
三
性
ナ
リ
/
之
ヲ
開
ケ
ハ
百
法
ト
ナ
リ
、
稔
伽

論
ニ
ハ
六
万
六
千
法
ト
ス
、
此
/
性
相
ノ
言
ヲ
解
ス
ル
ニ
、
法
相
門
ニ
約
ス
ル
ト
、
三
性
門
ニ
約
ス
ル
/
ト
ノ
別
ア
リ
、
初
ニ
法
相
門
ニ
約
セ

ハ
、
性
ト
ハ
五
位
百
法
、
/
相
ト
ハ
偏
依
円
三
性
ナ
リ
、
五
佐
百
法
ノ
体
性
ニ
偏
/
依
円
ノ
三
性
ノ
相
ヲ
具
ス
ル
義
ニ
テ
、
之
ヲ
体
性
相
状
ノ

/ (
三
十
一
丁
ウ
ラ
)

義
ト
云
フ
、
此
五
位
百
法
ノ
体
ニ
一
一
一
性
ノ
相
ヲ
具
ス
ル
ト
ハ
、
百
法
ノ
/
中
、
暫
ク
色
法
ニ
ツ
イ
テ
云
ハ
ハ
、
此
机
ハ
実
ニ
物
体
ア
リ
ト
/
執

ス
ル
ハ
遍
計
所
執
ナ
リ
、
此
ノ
机
ハ
四
塵
所
成
ニ
シ
テ
/
非
有
非
無
ナ
リ
ト
見
ル
ハ
依
他
起
ナ
リ
、
又
此
ノ
机
ノ
実
/
性
ハ
真
知
ノ
理
ナ
リ
ト

達
ス
ル
ハ
、
円
成
実
ナ
リ
、
次
ニ
一
一
一
性
門
/
ニ
約
セ
ハ
、
性
ト
ハ
円
成
実
、
相
ト
ハ
依
他
ノ
諸
法
ナ
リ
、
此
ヲ
/
性
円
相
依
ノ
義
ト
云
フ
ナ
リ
、

此
ノ
性
相
ヲ
三
性
ニ
配
ス
レ
ハ
/
遍
計
所
執
ハ
亀
毛
兎
角
ノ
如
ク
、
体
性
都
無
ナ
ル
カ
/
故
ニ
口
テ
論
セ
サ
ル
ナ
リ
、
次
ニ
唯
識
中
道
ト
ハ
、

万
法
口
/
唯
識
所
変
ニ
シ
テ
、
能
変
ノ
識
ニ
離
レ
テ
所
変
ノ
境
/

(
三
十
二
丁
オ
モ
テ
)

ナ
シ
ト
立
ツ
ル
ナ
リ
、
然
ル
ニ
口
口
ノ
諸
法
ナ
シ
ト
云
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、
/
又
唯
識
ト
云
フ
モ
、
唯
々
自
識
ノ
ミ
ノ
所
変
ト
云
フ
ニ
ハ
ア
ラ
ス
、

/
凡
聖
迷
悟
ノ
所
変
各
別
ナ
リ
、
之
ヲ
唯
識
ト
名
ク
ル
ハ
、
唯
/
ト
ハ
心
外
ノ
境
ハ
空
ニ
ア
ラ
ス
、
有
ニ
ア
ラ
ス
ト
簡
ヒ
、
識
ト
ハ
内
/
識
ハ



空
ニ
ア
ラ
ス
ト
存
ス
、
之
ヲ
三
性
ニ
約
セ
ハ
、
遍
計
所
/
執
ハ
有
ニ
ア
ラ
ス
ト
云
フ
カ
唯
ノ
字
、
依
他
円
成
ハ
空
ニ
ア
ラ
ス
ト
/
云
フ
カ
識
ノ

字
ナ
リ
、
此
ヲ
以
テ
唯
識
ノ
字
、
非
有
非
空
ノ
/
中
道
ヲ
顕
ハ
ス
名
目
ナ
リ
、
中
道
ト
ハ
、
真
理
ノ
体
ハ
ス
へ
テ
/
偏
有
偏
空
ノ
二
辺
ヲ
離
レ

タ
ル
事
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
名
称
ナ
リ
、
/
尚
口
口
、
識
変
ノ
義
ノ
下
ニ
至
テ
委
ク
弁
ス
ヘ
シ
/

(
三
十
二
丁
ウ
ラ
)

第
三
十

三
時
教
義

法
相
宗
ニ
於
テ
一
代
経
ヲ
判
ス
ル
ニ
三
時
ノ
教
相
ヲ
立
ツ
ル
、
三
一
/
時
ト
ハ
有
空
中
ナ
リ
、
抑
々
、
仏
、
有
情
ヲ
誘
引
セ
ン
カ
/
為
メ
ニ
、
浅

ヨ
リ
深
ニ
至
リ
テ
次
第
ニ
説
キ
示
シ
タ
ル
カ
有
/
空
中
ノ
法
門
ニ
テ
、
深
密
経
ニ
出
ツ
ル
、
其
中
、

一
ニ
有
/
教
ト
ハ
、
初
時
ニ
於
テ
我
空
法

有
ノ
旨
ヲ
説
ク
、
之
ハ
/
我
人
ノ
思
フ
カ
如
キ
実
我
ハ
空
ニ
シ
テ
無
ナ
レ
ト
モ
、
五
麺
/
等
ノ
諸
法
ハ
有
ナ
リ
ト
示
ス
、
之
ハ
外
道
凡
夫
ノ
実

/
我
ノ
執
ヲ
破
セ
ン
カ
為
ニ
テ
、
阿
含
等
ノ
説
ナ
リ
、
/
二
ニ
空
教
ト
ハ
、
第
二
時
ニ
於
テ
諸
法
皆
空
ノ
/

(
三
十
三
丁
オ
モ
テ
)

旨
ヲ
説
ク
、
是
レ
ハ
初
時
ノ
我
空
法
有
ノ
教
ヲ
関
テ
/
我
執
ハ
空
シ
タ
レ
ト
モ
、
諸
法
実
有
ノ
執
ヲ
起
セ
シ
ガ
故
ニ
/
其
実
法
ノ
執
ヲ
破
サ
ン

カ
為
メ
ニ
シ
テ
、
般
若
経
等
ノ
/
説
ナ
リ
、
三
ニ
中
道
教
ト
ハ
、
第
三
時
ニ
於
テ
非
有
非
空
ノ
/
旨
ヲ
説
ク
、
是
レ
ハ
初
時
二
時
ノ
偏
有
偏
空

ノ
執
/
ヲ
破
サ
ン
カ
為
メ
ナ
リ
、
之
ヲ
三
性
ニ
配
セ
ハ
、
備
計
ハ
非
有
/
依
円
ハ
非
空
ニ
シ
テ
、
空
有
ノ
二
辺
ヲ
離
レ
タ
ル
中
道
ノ
/
妙
理
ヲ

説
ク
ナ
リ
、
此
三
時
ノ
教
相
ニ
付
、
浬
繋
経
ニ
服
/
乳
ノ
喰
ア
リ
、
之
ハ
初
ニ
ハ
皆
乳
ヲ
服
セ
シ
メ
、
次
ニ
総
テ
/
乳
ヲ
断
セ
シ
メ
、
后
ニ
ハ

服
ス
ヘ
キ
者
ニ
ハ
服
セ
シ
メ
、
服
ス
ヘ
カ
ラ
/

(
三
十
三
丁
ウ
ラ
)

サ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
服
セ
サ
ラ
シ
ム
、
之
ヲ
有
空
中
ノ
三
時
教
ニ
配
ス
/
尚
ホ
亦
、
此
三
時
ハ
年
用
前
后
ノ
次
第
欺
、
義
理
深
/
浅
ノ
次
第
歎
ト
云

フ
ニ
、
年
月
ヲ
本
ト
シ
テ
義
教
ヲ
/
兼
ネ
テ
云
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
其
故
ハ
深
密
経
ニ
、
初
昔
今
ト
/
年
月
前
后
ノ
次
第
ヲ
説
ケ
リ
、
其
年
月
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ヲ
ヘ
テ
法
ヲ
/
説
ク
中
ニ
、
ォ
ノ
ツ
カ
ラ
義
理
浅
深
ノ
次
第
ア
リ
、
故
ニ
/
年
月
ノ
前
后
ヲ
本
ト
シ
テ
、
而
モ
説
時
ノ
前
后
ニ
拘
/
ラ
ス
、
義
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ノ
浅
キ
所
ハ
初
時
教
ニ
接
シ
、
理
ノ
深
キ
処
ハ
/
第
三
時
ニ
摂
ス
、
則
チ
仏
成
道
ノ
最
初
ニ
説
ケ
ル
/
華
厳
経
ヲ
以
テ
第
三
時
ニ
摂
ス
、
最
后

ニ
説
ケ
ル
遺
教
経
/

(
三
十
四
丁
オ
モ
テ
)

ヲ
以
テ
初
時
ニ
摂
ス
ル
カ
如
シ
、
/

第
三
十
一

三
種
自
性

シ-ァ、
一
ニ
ハ
遍
計
所
執
性
、
二
ニ
ハ
依
他
起
性
、
三
ニ
ハ
円
成
実
性
、
/
此
三
性
ハ
真
妄
ノ
義
ヲ
総
摂
シ
テ
空
有
ノ
妙
旨
ヲ
/
ア
ラ
ハ
ス
ノ
法
門
ニ

一
切
万
法
、
此
ノ
三
性
ヲ
出
ル
者
ナ
シ
、
/
一
ニ
偏
計
所
執
性
ト
ハ
、
当
時
情
現
ノ
相
ニ
シ
テ
、
妄
情
ヲ
/
以
テ
周
偏
計
度
シ
テ
執
ス

ル
所
ナ
リ
、
此
中
、
能
遍
計
ト
/
所
遍
計
ト
遍
計
所
執
ノ
別
ア
リ
、
此
遍
計
所
執
ハ
/
無
ノ
上
ニ
有
ト
思
ヒ
、
有
ノ
上
ニ
無
ト
思
フ
増
益
損
減

/
ノ
妄
執
ナ
リ
、
一
一
ニ
依
他
起
性
ト
ハ
、
他
ノ
因
縁
ニ
ヨ
リ
テ
生

(
三
十
四
丁
ウ
ラ
)

起
セ
ラ
レ
タ
ル
諸
法
ナ
リ
、
一
二
ニ
円
成
実
性
ト
ハ
、
諸
法
ノ
実
性
/
ニ
シ
テ
、
円
満
、
成
就
、
真
実
ノ
三
義
ヲ
具
セ
リ
、
此
三
性
中
、
/
遍
計

所
執
ハ
体
性
都
無
ニ
シ
テ
、
情
有
理
無
ト
云
フ
、
依
/
他
起
性
ハ
如
幻
仮
有
、
円
成
実
性
ハ
凝
然
真
如
ナ
リ
、
/
故
ニ
後
ノ
二
ヲ
理
有
情
無
ト

云
フ
ナ
リ
、
然
ニ
此
三
性
ハ
/
非
一
非
異
ナ
リ
、
其
故
ハ
、
妄
執
ト
縁
起
ト
真
義
ト
ノ
/
差
別
ア
ル
ハ
非
一
ナ
リ
、
然
レ
ト
モ
此
三
義
ハ
一
法

ノ
上
ニ
具
ス
ル
/
所
ナ
レ
ハ
非
異
ナ
リ
、
之
ニ
付
摂
大
乗
論
ニ
比
三
性
ヲ
蛇
/
縄
麻
ノ
聡
ヲ
以
テ
明
シ
テ
日
ク
、
其
趣
ハ
、
闇
夜
ニ
縄
/
ヲ
以

テ
蛇
ナ
リ
ト
思
フ
カ
如
キ
ハ
遍
計
所
執
ナ
リ
、
/

(
三
十
五
丁
オ
モ
テ
)

麻
ノ
集
リ
テ
仮
リ
ニ
縄
ト
ナ
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
思
フ
カ
如
キ
ハ
/
依
他
起
性
ナ
リ
、
此
ノ
縄
ノ
実
性
ハ
麻
ナ
リ
ト
知
ル
カ
如
/
キ
ハ
円
成
実
性
ナ



リ
、
/第三
十
二

一
種
無
性

一
ニ
相
無
性
、
二
ニ
生
無
性
、
三
ニ
勝
義
無
性
、
是
レ
ハ
上
ノ
/
三
性
ニ
対
シ
テ
此
三
無
性
ヲ
明
ス
、
即
チ
遍
計
ト
依
/
他
ト
円
成
ニ
対
シ
テ
、

次
ノ
如
ク
相
ト
生
ト
勝
義
ト
/
ノ
三
無
性
ヲ
立
ツ
ル
ナ
リ
、
此
三
無
性
ト
ハ
、
第
二
時
ニ
於
/
テ
一
切
法
無
自
性
ト
説
イ
タ
ト
、
三
性
ノ
外
ニ

別
ノ
体
/
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
三
性
ノ
上
ノ
増
益
ノ
執
ヲ
除
カ
ン
カ
為
ナ
リ
、
/

(
三
十
五
丁
ウ
ラ
)

前
ノ
三
性
ト
相
対
ス
レ
ハ
、
三
性
ハ
空
執
ヲ
除
キ
、
此
三
/
無
性
ハ
有
執
ヲ
遣
ル
、

一
ニ
相
無
性
ト
ハ
遍
計
所
執
ハ
体
/
相
都
無
ナ
ル
カ
故

相
無
自
性
ト
云
フ
、
二
ニ
生
無
性
ト
ハ
、
/
依
他
ノ
諸
法
ハ
他
縁
ヨ
リ
生
レ
テ
妄
執
ス
ル
如
キ
自
然
/
性
ナ
キ
カ
故
ニ
、
生
無
自
性
ト
云
フ
、

三
ニ
勝
義
無
性
ト
ハ
、
/
円
成
実
ノ
理
ハ
、
前
ノ
遍
計
所
執
ノ
我
法
ノ
遠
離
/
セ
ル
カ
故
ニ
、
勝
義
無
自
性
ナ
リ
ト
云
フ
、
此
三
種
ノ
無
/
性

ヲ
唯
識
等
ニ
ハ
次
ノ
如
ク
、
空
華
ト
幻
事
/
ト
大
虚
空
ト
ニ
喰
ヘ
タ
リ
、
/

第
三
十
三

【註】
(
1
)
 

(
2
)
 
請
求
番
号
は
何
回
∞
∞
¥
一
回
で
あ
る
。

こ
の
一
部
は
既
に
発
表
し
て
い
る
。
拙
稿
「
井
上
円
了
に
お
け
る
伝
統
仏
教
学
体
系
と
仏
教
・
哲
学
一
致
論
「
八
宗
綱
要
ノ

1
ト」

か
ら
『
仏
教
活
論
序
論
』
へ
」
(
『
東
洋
学
研
究
』
第
五
十
号
、
二

O
一
三
年
)

ジ
ェ

1
ム
ス
・

E
.
ケ
テ
ラ
1
著
、
岡
田
正
彦
訳
『
邪
教
/
殉
教
の
明
治
|
廃
仏
段
釈
と
近
代
仏
教
』
(
ぺ
り
か
ん
社
、
二

O
O六
年

四
月
)
「
第
五
章
歴
史
の
創
出
|
明
治
仏
教
と
歴
史
法
則
主
義
」
。
拙
稿
「
境
野
黄
洋
著
「
八
宗
綱
要
講
話
』
に
つ
い
て
」
(
境
野
黄

洋
著
「
八
宗
綱
要
講
話
』

U
S
S
出
版
(
う
し
お
書
庖
新
社
、
二

O
O九
年
四
月
)

(
3
)
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小
栗
栖
香
頂
の
十
二
宗
は
、
①
倶
舎
宗
(
佐
伯
旭
雅
)
、
②
成
実
宗
(
上
回
照
遍
)
、
③
律
宗
(
上
回
照
遍
)
、
④
法
相
宗
(
高
志
大
了
)
、

⑤
三
論
宗
(
上
野
棺
憲
)
、
⑥
華
厳
宗
(
小
栗
栖
香
頂
)
、
⑦
天
台
宗
(
上
郎
教
観
)
、
⑧
真
言
宗
(
小
栗
栖
香
頂
)
、
⑨
浄
土
宗
(
福
田

行
誠
)
、
⑩
禅
宗
(
辻
顕
高
)
、
⑪
真
宗
(
赤
松
連
城
)
、
⑫
日
蓮
宗
(
小
林
是
純
)
で
あ
る
。
カ
ッ
コ
内
は
執
筆
者
。

時
宗
(
町
元
呑
空
)
、
融
通
宗
(
町
元
呑
空
)
、
修
験
宗
(
町
元
呑
空
)
を
加
え
る
。
カ
ツ
コ
内
は
執
筆
者
。

十
二
宗
は
、
①
法
相
宗
、
②
華
厳
宗
、
③
天
台
宗
、
④
真
言
宗
、
⑤
融
通
念
仏
宗
、
⑥
浄
土
宗
、
⑦
臨
済
宗
、
⑧
曹
洞
宗
、
⑨
黄
葉
宗
、

⑩
真
宗
、
⑪
日
蓮
宗
、
⑫
時
宗
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
所
依
教
典
、
宗
名
義
理
、
立
教
関
宗
、
師
資
相
承
、
宗
義
要
旨
を
述

べ
る
。
三
浦
節
夫
「
井
上
円
了
の
初
期
思
想
(
そ
の
こ
と
(
『
井
上
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
六
、
二

O
O七
年
)
九
O
頁。

「
第
七
結
集
三
蔵
」
「
周
口
口
ノ
説
ニ
ヨ
ラ
ハ
周
穆
五
十
三
年
ニ
当
ル
、
明
治
十
八
年
マ
テ
ハ
二
千
八
百
三
十
四
年
ナ
リ
一
(
九
丁
オ
モ

テ
)
。
「
第
八
仏
教
流
伝
」
「
是
ヲ
以
テ
本
朝
ニ
仏
教
ヲ
伝
来
セ
シ
ヨ
リ
、
明
治
十
八
年
ニ
テ
ハ
一
千
三
百
年
三
十
四
年
ナ
リ
」
(
十
一

丁
オ
モ
テ
)
。
傍
線
は
引
用
者
。

三
浦
節
夫
前
掲
論
文
、
二
六
頁
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
プ
ラ
リ
l
」
に
よ
っ
た
(
二

O
一
三
年
六
月
閲
覧
)
。

井
上
円
了
『
真
理
金
針
』
「
続
編
」
(
『
井
上
円
了
著
作
選
集
」
第
三
巻
、
一
九
八
七
年
)
二
四
八
頁
1

二
四
九
頁
。

井
上
円
了
『
真
理
金
針
』
「
続
々
編
」
(
『
井
上
円
了
著
作
選
集
』
第
三
巻
、
一
九
八
七
年
)
二
五
六
頁
|
二
五
八
頁
。

井
上
円
了
『
八
宗
綱
要
』
十
一
丁
ウ
ラ
か
ら
十
二
丁
ウ
ラ

凝
然
『
八
宗
綱
要
』
の
天
台
宗
の
項
目
で
は
、
有
、
空
、
亦
有
亦
空
、
非
有
非
空
の
四
門
に
つ
い
て
、
三
蔵
教
は
四
門
を
具
し
、
通
教

に
も
四
門
が
あ
る
が
多
く
は
空
円
で
あ
り
、
別
教
に
も
四
門
が
あ
る
が
多
く
は
亦
有
亦
空
円
で
あ
り
、
円
教
に
も
四
門
が
あ
る
が
多
く

は
非
有
非
空
で
あ
る
と
説
く
。

井
上
円
了
「
加
藤
老
博
士
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
哲
学
』
第
二
十
二
編
第
八
号
、
大
正
四
年
)

念
速
寺
は
現
在
も
東
京
都
文
京
区
白
山
に
あ
る
。

吉
谷
覚
寿
『
仏
教
大
旨
』
(
仏
書
出
版
社
、
明
治
十
九
年
)
緒
言

吉
谷
覚
寿
「
仏
教
総
論
』
(
明
治
二
三
年
)
序
文
一
頁
1
三
頁
。

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
日
)

(
叫
)

(
日
)

(
時
)

(
打
)

(
日
)

166 

一
頁
1
二
頁
。



(
印
)

吉
谷
覚
寿
『
明
治
諸
宗
綱
要
』
序
文
「
然
ル
ニ
執
近
、
社
会
ノ
文
運
ニ
随
フ
テ
、
世
ノ
中
ニ
仏
教
ノ
講
論
、
盛
リ
ニ
行
ナ
ハ
ル
ル
ニ
至

リ
シ
ハ
最
モ
賀
ス
ヘ
キ
コ
ト
ナ
レ
ト
モ
、
窃
ニ
其
体
勢
ヲ
楓
ル
ニ
、
講
義
ニ
モ
ア
レ
、
演
説
ニ
モ
ア
レ
、
或
ハ
一
時
青
年
輩
ノ
甘
心
ヲ

得
ン
カ
為
ニ
、
濫
リ
ニ
仏
教
ト
他
学
ト
比
較
ス
ル
者
ア
リ
、
例
へ
ハ
彼
ニ
唯
物
論
ア
レ
ハ
我
ニ
倶
舎
ノ
三
世
実
有
法
体
恒
有
ノ
説
ア
リ
、

又
彼
ニ
唯
心
論
ア
レ
ハ
我
ニ
唯
識
ノ
森
羅
万
有
唯
心
所
変
ノ
説
ア
リ
、
又
彼
ニ
哲
学
ノ
万
有
虚
霊
ノ
存
在
ト
自
覚
ノ
関
係
ヲ
論
ス
ル
ア

レ
ハ
、
我
ニ
華
厳
家
ノ
心
仏
衆
生
是
三
無
差
別
ノ
説
ア
リ
、
又
彼
ニ
霊
性
学
ノ
主
観
客
観
純
全
ノ
三
霊
性
ヲ
論
ス
ル
ア
レ
ハ
、
我
ニ
天

台
家
ノ
空
仮
中
三
観
円
融
ノ
談
ア
リ
、
又
彼
ニ
哲
学
原
理
生
物
原
理
ノ
学
術
ア
レ
ハ
我
ニ
真
如
縁
起
法
界
縁
起
ノ
理
論
ア
リ
、
我
何
ソ

彼
ニ
劣
ラ
ン
ヤ
ト
、
恰
モ
甲
乙
ノ
両
家
、
互
ニ
財
産
ノ
多
少
ヲ
競
争
ス
ル
カ
如
シ
、
鳴
呼
コ
レ
何
ト
語
フ
コ
ト
ソ
ヤ
、
」
(
明
治
二
十
三

年
)
一
頁

1
一一頁
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